
　
新
年
の
ご
挨
拶　

㈶
宮
城
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
　
佐
　
藤
　
勘
三
郎
　

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
当
指
導
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
格
別
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
大
震
災
の
影
響
が
色
濃
く
残
り
、
様
々
な
ご
苦
労
が
続
い
た
一

年
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
年
こ
そ
は
と
の
期
待
を
胸
に
、
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
早
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
一
昨
年
の
復
興
特
需
が
落
ち
着
い
た
感
の
あ
る
今
、
着
実
に
復
興
を

果
た
し
て
い
る
生
衛
業
者
の
姿
が
あ
る
一
方
、
特
に
津
波
被
害
の
大
き

か
っ
た
沿
岸
部
で
は
、
ま
だ
ま
だ
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
多
く
の
生
衛

業
の
仲
間
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
各
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
被

災
者
始
め
多
く
の
生
衛
業
の
仲
間
に
対
し
分
け
隔
て
な
く
復
興
支
援
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
敬
意
と
感
謝
の
言

葉
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　
被
災
市
町
で
の
復
興
計
画
も
整
い
、
復
興
の
道
筋
が
見
え
は
じ
め
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
生
衛
業
の
仲
間
が
事
業
再
開

に
向
か
っ
て
立
ち
上
が
る
こ
と
を
願
い
可
能
な
限
り
支
援
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
「
み
や
ぎ
の
生
衛
だ
よ
り
」
で
は
、
復
興
特
別
版
と
し
て
各
組

合
等
が
行
っ
た
支
援
活
動
や
困
難
を
乗
り
越
え
営
業
再
開
を
果
た
し
た
生

衛
業
者
の
方
々
の
体
験
を
特
集
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
の
つ
な

が
り
や
各
方
面
か
ら
の
暖
か
い
支
援
が
い
か
に
大
き
な
後
押
し
に
な
っ
た

か
、
そ
し
て
何
よ
り
営
業
者
の
方
の
強
い
意
志
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
な
お
、
当
法
人
は
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
の
手
続
き
を
進
め
、

今
年
四
月
一
日
よ
り
公
益
財
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
役
職
員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
生
活
衛
生
関
係

業
界
の
た
め
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

光
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復
興
に
向
け
て
発
展
の
「
種
」
を
ま
く
年
に

宮
城
県
知
事
　
　
村
　
井
　
嘉
　
浩
　

　
宮
城
県
内
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
九
か
月
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
全
国
の
皆

さ
ま
か
ら
の
御
支
援
と
御
協
力
の
下
、
県
民
一
丸
と
な
っ
て
最
大
限
の
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
平
成
二
十
四
年
を
「
復
興
元
年
」
と
位
置
付
け
、「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」

（
平
成
二
十
三
年
十
月
策
定
）
を
着
実
に
実
施
し
進
行
管
理
を
行
う
た
め
、「
宮
城
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
・
震
災
復
興
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
組
を
本
格
化

さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
十
月
に
は
震
災
後
初
の
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
方
々
に
本

県
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」
に
掲
げ
る
「
復
旧
期
」
の
最
終
年
に
当
た
り
ま
す
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿
岸
部
を
中
心
と
す
る
被
災
地
に
お
い
て
は
、
生
活
再
建
や
地

域
経
済
の
立
て
直
し
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
、
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
県

民
の
皆
さ
ま
が
復
興
の
歩
み
を
実
感
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
復
興
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、「
再
生
期
（
平
成
二
十
六
年
度
～
二
十
九
年
度
）」
を
視
野
に
入
れ
、

発
展
の
「
種
」
を
ま
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
復
興
に
向
け
た
取
組
を
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
て
、「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
四
月
か
ら
六
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
宮
城
の
元
気
な
姿
・
復
興
へ

の
歩
み
を
発
信
し
、
全
国
か
ら
の
お
客
様
を
温
か
く
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。
私
も
、
笑
顔

で
お
も
て
な
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
復
旧
・
復
興
へ
の
道
の
り
は
長
く
険
し
い
も
の
で
す
が
、
十
年
を
か
け
て
震
災
前
の
状

態
に
戻
す
「
復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
の
県
民
生
活
を
見
据
え
た
抜
本
的
な
再
構
築

に
よ
る
ふ
る
さ
と
宮
城
の
再
生
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
明
る
い
未
来
を
目
指
し
な
が
ら
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ

一
緒
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
復
旧
か
ら
復
興
・
再
生
へ仙

台
市
長
　
　
奥
　
山
　
恵
美
子
　

　
平
成
二
十
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
県
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
頑
張
り
、
生
活
衛
生
関
係
事
業
者

を
は
じ
め
企
業
の
方
々
に
よ
る
懸
命
な
活
動
、
さ
ら
に
は
国
内
外
か
ら
差
し
伸
べ
ら
れ
た

数
々
の
温
か
な
ご
支
援
に
よ
り
、
復
興
に
向
け
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
防
災
対
策
や
都
市
づ
く
り
の
想
定
を
は
る
か

に
超
え
た
大
規
模
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
伴
う
問
題
も
相
ま
っ
て
、
被
害
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
ま
さ
に
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
今
な
お
、
不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
々
が
一
刻
も
早
く
、
生
活
の
再
建
が
果
た
さ
れ
ま
す
よ
う
、
復
興
・
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
に「
仙
台
市
震
災
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成

二
十
四
年
度
は「
百
万
人
の
復
興
元
年
」と
位
置
づ
け
各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
本
計
画
は
、「
津
波
防
災
・
住
ま
い
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や「
仙
台
経
済
発
展

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
十
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
着
実
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
、
仙
台
・
宮
城
は
も
と
よ
り
、
東
北
全
体
の
復
興
と
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
は
二
〇
〇
八
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る
、「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
回
は
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
風
評

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
観
光
客
数
が
増
加
す
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
み
や
ぎ
の
復
興
・
再
生
の
姿
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
東
北
経
済
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
大
震
災
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
な
試
練
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
困
難
で

こ
そ
生
ま
れ
た
新
た
な
絆
も
あ
り
ま
し
た
。
生
活
衛
生
関
係
事
業
者
の
皆
様
も
、
組
合
や

同
業
者
の
方
々
を
通
じ
た
支
援
に
よ
り
、
大
き
な
力
を
得
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
絆
を
大
切
に
育
て
上
げ
、
こ
の
ま
ち
の
新
し
い
財
産
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

日
本
政
策
金
融
公
庫
仙
台
支
店

国
民
生
活
事
業
統
轄
　
　
小
野
寺
　
　
　
寧
　

　
平
成
二
十
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
日
本
経
済
は
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
長

引
く
デ
フ
レ
や
円
高
に
加
え
、
欧
州
債
務
問
題
を
背
景
と
し
た
世
界
経
済
の
減
速
な
ど
か

ら
、
輸
出
の
伸
び
悩
み
が
続
き
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
続
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
県
内
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
徐
々
に
震
災
か
ら
の
復
興
の
足
音
を

感
じ
つ
つ
も
、
景
況
感
の
悪
化
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
迷
や
客
足
の
回
復
の
伸
び
悩

み
な
ど
も
あ
り
、
厳
し
い
経
済
環
境
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
衛
生
関
係
営
業
は
、
国
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
提
供
し

て
お
り
、
公
衆
衛
生
や
国
民
生
活
の
質
の
向
上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
日
本
公
庫
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様
方
を
支
援
す
べ
く
、
特
別

相
談
窓
口
や
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
制
度
、
返
済
相
談
へ
の
柔
軟
な
対
応
な
ど
各

種
支
援
策
を
引
き
続
き
実
施
し
、
皆
様
の
個
別
の
状
況
を
踏
ま
え
た
迅
速
か
つ
親
身
な
対

応
に
努
め
、
復
興
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
鑑
み
、
雇
用
の
拡
大
を
図
る
事
業
者
や
設
備
資
金
に
か
か

る
利
率
の
優
遇
措
置
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
時
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
や
生
活
衛
生
同
業
組
合
な
ど
関
係
機
関
の

皆
様
と
の
連
携
を
深
め
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
振
興
・
発
展
の
た
め
、
皆
様
の
視
点
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
、
各
生
活
衛
生
同
業
組
合
並
び

に
各
組
合
員
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
昨
年
十
一
月
五
日
に
生
活
衛
生
関
係
表
彰
式
を
仙
台
市
青
葉
区
の
ホ
テ
ル
白
萩
で
、

県
知
事
始
め
多
数
の
御
来
賓
と
関
係
組
合
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
、
表
彰
式
と
記
念

講
演
会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
る
組
合
組
織
活
動
や
衛
生
水
準
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
方
々

の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
に
引
き
続
き
、｢

篝
火
の
湯
　
緑
水
亭｣

若
女
将
　
高
橋
知
子
様
に
よ
り

『「
あ
り
が
と
う
」
の
お
も
て
な

し
の
心
～
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
　
観
光
業
か
ら
の

復
興
　
旅
こ
そ
支
援
！
～
』
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
お

客
様
を
守
り
、
ご
自
身
の
ホ
テ

ル
の
再
建
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
に
お
い
て
も
宮
城
の
復

興
を
願
い
活
動
さ
れ
た
こ
と
。

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
は
観

光
業
も
い
ち
早
く
元
気
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
の
再
建
、

観
光
業
の
復
活
等
の
活
動
の

中
で
の
苦
労
話
や
そ
こ
か
ら

得
た
教
訓
等
を
熱
く
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
生
活
衛
生
関
係
表
彰
式
典
」
が
盛
大
に
開
催
！
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厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

加
　
藤
　
正
　
雄
　
様

（
宮
城
県
寿
司
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

石
　
森
　
胞
　
男
　
様

（
宮
城
県
中
華
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

佐
　
藤
　
勘
三
郎
　
様

（
宮
城
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

社
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
表
彰

（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

阿
　
部
　
喜
　
彦
　
様

（
宮
城
県
寿
司
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

大
　
場
　
勝
　
義
　
様

（
宮
城
県
麺
類
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

佐
々
木
　
哲
　
朗
　
様

（
宮
城
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

 

文
化
の
日
　
知
事
表
彰

（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）

佐
　
藤
　
勝
　
男
　
様

　
　（
宮
城
県
寿
司
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

髙
　
野
　
信
　
一
　
様

　
　（
宮
城
県
麺
類
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

渡
　
邊
　
隆
　
夫
　
様

　
　（
宮
城
県
中
華
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

 

宮
城
県
知
事
表
彰

（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
五
日
　
ホ
テ
ル
白
萩
）

○
生
活
衛
生
功
労
者

　
松
　
枝
　
正
　
勝
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

　
佐
々
木
　
三
四
郎
　
様
　（
美
　
容
　
業
）　

○
優
良
施
設

「
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
か
じ
わ
ら
」

　
梶
　
原
　
　
　
壮
　
様
　（
理
　
　
　
容
）

「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
ア
ベ
」

　
有
限
会
社
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
ア
ベ
　
様
（
旅
館
業
）

 

財
団
法
人
宮
城
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
理
事
長
表
彰

（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
五
日
　
ホ
テ
ル
白
萩
）

○
生
活
衛
生
功
労
者
　
　
　
　
　
　

岡
　
崎
　
隆
　
志
　
様
　（
麺
類
飲
食
業
）

佐
々
木
　
光
　
男
　
様
　（
中
華
料
理
）

高
　
橋
　
秀
　
雄
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

佐
　
藤
　
　
　
修
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

佐
々
木
　
な
み
子
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

阿
　
部
　
若
加
子
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

金
　
澤
　
順
一
郎
　
様
　（
食
　
　
　
肉
）

齋
　
藤
　
庄
　
一
　
様
　（
理
　
　
　
容
）

大
久
保
　
正
　
司
　
様
　（
理
　
　
　
容
）

早
　
坂
　
祥
　
悦
　
様
　（
理
　
　
　
容
）

今
　
野
　
　
　
仁
　
様
　（
美
　
容
　
業
）

木
　
村
　
て
つ
子
　
様
　（
美
　
容
　
業
）

橋
　
本
　
か
つ
子
　
様
　（
美
　
容
　
業
）

藤
　
倉
　
和
　
代
　
様
　（
美
　
容
　
業
）

海
老
名
　
弘
　
志
　
様
　（
ホ
テ
ル
旅
館
）

福
　
田
　
文
　
雄
　
様
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

○
優
良
従
業
員
　

森
　
若
　
恵
　
子
　
様
　（
寿
　
司
　
商
）

蜂
　
谷
　
葉
　
子
　
様
　（
寿
　
司
　
商
）

佐
々
木
　
尚
　
子
　
様
　（
寿
　
司
　
商
）

金
　
子
　
雄
　
大
　
様
　（
中
華
料
理
）

斉
　
藤
　
　
　
香
　
様
　（
中
華
料
理
）

熊
　
谷
　
や
よ
い
　
様
　（
中
華
料
理
）

江
　
田
　
美
千
代
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

石
　
川
　
律
　
子
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

菊
　
地
　
裕
　
一
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

斎
　
藤
　
圭
　
子
　
様
　（
社
交
飲
食
業
）

野
　
田
　
政
　
江
　
様
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

山
　
口
　
エ
ナ
ヨ
　
様
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

鴇
　
田
　
敏
　
子
　
様
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

大
久
保
　
利
　
枝
　
様
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

箱
　
田
　
美
　
弥
　
様
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
二
十
四
年
度

「
生
活
衛
生
関
係
表
彰
受
賞
者
」
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東日本大震災復興特別貸付のご案内

１．制度概要

　　既存の震災対応融資制度の融資条件を大幅に拡充

２．主な拡充内容

　〈ご融資限度額の拡大〉
　　直接被害および間接被害を受けた方のご融資限度額の上乗せ可能額を倍増
　　（3,000万円→6,000万円）
　〈利率の引下げ〉
　　適用利率の大幅な引下げ　　直接被害を受けた方は貸付後3年間▲0.9％→全て▲1.4％引下げ
　　  （3,000万円の範囲内）   　　間接被害を受けた方は貸付後3年間▲0.9％→最大▲1.4％引下げ

　　※ご利用にには市町村等が発行する罹災証明書等が必要です。

（注１）警戒区域、計画的避難区域、緊急時避難準備区域をいいます。
（注２）適用する融資制度に定める融資条件が「東日本大震災復興特別貸付」に掲げる条件より有利となる場合は当該融資条件が適用されます。
（注３）振興事業促進支援融資制度を適用した場合は、さらに利率が0.15％引下げとなります。
（注４）売上高等の減少で0.3％引下げ、雇用の維持・拡大を要件に0.2％引下げとなります。

（※）審査の結果、お客さまのご希望に添えないことがあります。

ご利用いただける方 ご融資限度額 ご返済期間
〈据置期間〉 利率（年利）

・震災により直接被害
を受けた方

・原発事故に係る警戒
区域等（注1）内に事業
所を有する方

6,000万円
（上乗せ）

設備資金（注2）

20年以内
（5年以内）

【融資後3年間】
（限度額3,000万円）
　基準利率より1.4％引下げ（注3）

【4年目以降】（注2）

　基準利率より0.5％引下げ（注3）

間接被害を受けた方
（上記対象者の方と一定
以上の取引がある方）

設備資金（注2）

25年以内
（3年以内）

【融資後3年間】
（限度額3,000万円）
　基準利率より最大1.4％引下げ

（注3）（注4）

【4年目以降】（注2）

　基準利率より最大0.5％引下げ
（注3）（注4）

その他震災の影響によ
り、売上等が減少して
いる方など（風評被害
等による影響を含む）

5,700万円
運転資金
8年以内

（3年以内）
基準利率より最大0.5％引下げ（注4）

「東日本大震災復興特別貸付」のポイント

「東日本大震災復興特別貸付」の概要

生 活 衛 生 事業者の皆さまへ

日本政策金融公庫からのお知らせ

　　みやぎの生衛だより5



公庫の小企業動向調査による景況判断

業況判断ＤＩの推移（全業種計）

融資件数の推移（仙台支店 国民生活事業）

ＤＩは「良い」企業割合－「悪い」企業割合。

（注）数字は事業資金の融資件数（経営改善貸付、生活衛生改善貸付を除く）

東日本大震災前後の公庫の融資動向

▲60.0

▲50.0

▲40.0

▲30.0

▲20.0

▲10.0

0.0

10.0

20.0
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7～
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～
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1～
3月

4～
6月

7～
9月

10
～
12
月

24
年
1～
3月

4～
6月

7～
9月

10
～
12
月

宮 城 県
東北地方
全　　国

▲51.6

▲45.5

▲49.5

▲39.6

▲43.9
▲48.9

▲41.3
▲39.8

▲15.7

▲34.0

▲48.4

▲5.7

▲20.3

▲42.7

5.7

▲21.8

▲40.2

7.4

▲21.2

▲40.6

2.1

▲21.2

▲37.5

▲22.2

▲39.6

▲21.6

▲12.8

▲26.6

▲40.4

▲43.7

▲42.1

▲39.5

▲51.0

▲42.1

▲54.7

▲52.6

0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（件）

2,765

557 601

312

1,184
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528 527 502 457 462 443

288
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374
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275 306
385 385

469 434

平成22年度
平成23年度
平成24年度

（見通し）
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宮城県からのお知らせ

食中毒

冬は特にご注意！
⾷品を取扱う⽅々へ

ノ ウイ ル
ス 食中毒

ノ
ロウイ ル

ス

⾷中毒は夏だけではありません。
ウイルスによる⾷中毒が

多発しています!!!

による

冬に

ノロウイルスによる食中毒は、
患者数で第１位 ⼤規模な⾷中毒に

なりやすい
冬期に多い

多発しています!!!冬に
�����る�

なりやすい

ノロウイルス
48％
12,707⼈

その他
13,616人

ノロウイルス 39.0⼈

その他 15.5⼈

原因別の⾷中毒患者数（年間） ⾷中毒１件あたりの患者数

その他
の⽉
99件 11〜2⽉

70％
227件

ノロウイルス⾷中毒の

※出典：食中毒統計（平成19～23年の平均。病因物質が判明している食中毒に限る）

原因別の⾷中毒患者数（年間） ⾷中毒１件あたりの患者数発⽣時期別の件数（年間）

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

⽅法① 塩素消毒
洗剤などで⼗分に洗浄し

○洗うタイミングは、
◎トイレに⾏ったあと○普段から感染しないように

⾷べものや家族の健康状態

健康管理 手洗い 消毒

調理器具の作業前などの調理する人の

洗剤などで⼗分に洗浄し、
塩素濃度200ppmの次亜
塩素酸ナトリウムで浸し
ながら拭く。
※エタノールや逆性⽯鹸はあまり
効果がありません。

⽅法② 熱湯消毒
熱湯（85℃以上）で１分

◎調理施設に⼊る前
◎料理の盛付けの前
◎次の調理作業に⼊る前

○汚れの残りやすいところを
ていねいに
◎指先、指の間、⽖の間
◎親指の周り
◎⼿⾸

⾷べものや家族の健康状態
に注意する。

○症状があるときは、⾷品を
直接取扱う作業をしない。

○症状があるときに、すぐに
責任者に報告する仕組みを 熱湯（ 以 ）で 分

間以上加熱する。◎⼿⾸責任者に報告する仕組みを
つくる。

詳しい情報は、厚生労働省ホームページ 「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」をご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

ノロウイルスＱ＆Ａ 検索

　今冬は，ノロウイルスなどによる感染性胃腸炎の患者が全国的に増加しております。ノロウイルスに
よる食中毒や感染予防については，以下の厚生労働省の情報を御参照ください。

　　みやぎの生衛だより7



環境衛生営業施設に関する条例の改正等について
　「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」の
施行により、これまで都道府県が条例で定めるものとされてきた環境衛生営業施設の構造設備基準等に
ついて、指定都市である仙台市において条例で定めることとなりました。

　　対象となる法律及び基準は以下のとおりです。

対　象　法　律 条　例　名　称 基　　　　　準

興 行 場 法 仙台市興行場法の施行
に関する条例

興行場の設置の場所および構造設備基準

営業者の講ずべき衛生上必要な措置基準

旅 館 業 法 仙台市旅館業法の施行
に関する条例

設置場所の届出における学校及び児童福祉施設
に類する施設の規定

許可及び承認について意見を求める者の規定

営業者の講ずべき衛生上必要な措置基準

宿泊を拒むことができる事由の規定

公 衆 浴 場 法 仙台市公衆浴場法の施行
に関する条例

普通公衆浴場の設置の場所の配置基準

営業者の講ずべき衛生上必要な措置基準

理 容 師 法 仙台市理容師法の施行
に関する条例

理容師の講ずべき衛生上必要な措置基準

理容所につき講ずべき衛生上必要な措置基準

美 容 師 法 仙台市美容師法の施行
に関する条例

美容師の講ずべき衛生上必要な措置基準

美容所につき講ずべき衛生上必要な措置基準

クリーニング業法 仙台市クリーニング業法の施行
に関する条例 営業者の講ずべき措置基準

環境衛生営業施設に関する構造設備基準等については、現在、宮城県条例及び規則に規定されてお
ります。今回、本市条例の改正等にあたっては、これまで適用してきた宮城県条例及び規則の内容と

同様の基準となっております。

平成25年4月1日

【対象となる法律および基準について】

【基準の条例化にあたっての考え方】

【実施日】

仙 台 市 か らのお知らせ

みやぎの生衛だより  　  8



　

毎
年
十
一
月
は
、「
標
準
営
業
約
款
登
録
促
進
普
及
月

間
」
で
す
。

　
「
標
準
営
業
約
款
制
度
」
を
広
く
利
用
者
や
営
業
者
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
例
年
ど

お
り
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
付
等
を
行
う
ほ
か
、
今
年
度
も
、

県
内
に
多
く
の
読
者
を
抱
え
る
河
北
新
報
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
Ｋ
ｏ
L
ｎ
ｅ
ｔ
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
活

用
し
、
一
か
月
の
長
期
に
わ
た
り
広
告
（
テ
キ
ス
ト
広

告
）
を
掲
載
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｓ

マ
ー
ク
」
に
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
も
、
登
米
市
や
白
石
市
で

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
角
田
市
や
多
賀
城
市
に
お
い
て

は
新
た
に
、
十
一
月
発
行
の
広
報
誌
に
「
標
準
営
業
約
款

制
度
」
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
様
に
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
っ
て
、
多
く
の
県
民
の
方
々

に
、「
標
準
営
業
約
款
制
度
」
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
・
利
用
者
が
求
め
て
い

る
「
安
全
、
安
心
」
に
応
え
る
た
め
、
関
係
組
合
と
連
携

の
上
、
今
後
と
も
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
の
効
果
的
な
普
及
促
進

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
業
種
の
営
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
折
角
設

け
ら
れ
た
こ
の
「
制
度
」
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
積
極
的
に
登
録
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
営
指
導
の
一
環
と
し
て
、
一

般
社
団
法
人
宮
城
県
中
小
企
業
診
断
協
会
の
協
力
を
得

て
、
生
活
衛
生
営
業
者
に
対
す
る
中
小
企
業
診
断
士
に

よ
る
無
料
の
「
経
営
診
断
」
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

中
小
企
業
診
断
士
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
中
小
企

業
や
個
人
の
事
業
主
に
対
し
て
、
経
営
上
の
課
題
解
決

に
向
け
て
的
確
な
診
断
と
適
切
な
助
言
を
行
っ
て
く
だ

さ
る
専
門
家
で
あ
り
ま
す
。

　

診
断
に
要
す
る
費
用
は
、
一
切
を
当
セ
ン
タ
ー
が
負

担
し
ま
す
の
で
、
生
衛
業
者
の
皆
様
に
は
、
帳
簿
等
の

提
示
と
経
営
状
況
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
た
め
、
担
当
の

中
小
企
業
診
断
士
の
方
に
半
日
程
度
お
付
き
合
い
い
た

だ
く
だ
け
で
済
み
ま
す
。
お
店
の
休
日
を
予
め
指
定
い

た
だ
け
れ
ば
、
業
務
へ
の
支
障
も
生
じ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
の
直
接
、
間
接
の
影
響
を
受
け
ら
れ
、

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
営
業
者
も

少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
通
常
の
経
営
診
断

に
加
え
、
事
業
の
復
興
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る
助
言

が
得
ら
れ
る
格
好
の
機
会
を
是
非
と
も
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

営
業
者
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
お
申
込
み
用
紙
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
復
興
支
援
情
報
」
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
ア

ク
セ
ス
の
上
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
願
い
ま
す
。

「Ｓマーク」は

利
用
者
に

「
安
全
、清
潔
、

確
か
な
技
術
」

を
約
束
す
る

お
店
で
す
。

厚生労働大臣認可

◎
理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん

類
飲
食
店
及
び
一
般
飲
食
店
の
営
業
者
は
、「
Ｓ

マ
ー
ク
」
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
！

専
門
家
に
よ
る
お
店
の

　「
経
営
診
断
」を

　
　
　
　 

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

営
業
者
の
み
な
さ
ん

　　みやぎの生衛だより9



　

平
成
二
十
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ
た
、
国
の
公
益
法

人
制
度
改
革
を
踏
ま
え
、
当
法
人
は
、
理
事
会
及
び
評

議
員
会
の
議
を
経
て
、
公
益
目
的
事
業
を
主
た
る
目
的

と
す
る
「
公
益
財
団
法
人
」
へ
の
移
行
認
定
手
続
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
去
る
平
成
二
十
四
年
十
二
月

十
二
日
に
宮
城
県
公
益
認
定
等
委
員
会
か
ら
、
認
定
を

相
当
と
す
る
旨
の
県
へ
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
四
月
一
日
に
登
記
を
行
い
、
財
団
法
人
（
民
法

特
例
法
人
）
か
ら
公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

移
行
す
る
こ
と
で
、
組
織
運
営
体
制
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

　

・
役
員
及
び
評
議
員
の
定
数
は
、
次
の
と
お
り
に
。

　
　
　

理　

事　

十
七
人
か
ら
十
四
人
に

　
　
　

評
議
員　

十
八
人
か
ら
十
五
人
に

　
　
　
　
　
　
　

※
監
事
は
変
更
な
く
二
人
の
ま
ま

・
法
人
を
代
表
す
る
代
表
理
事
に
、
理
事
長
と
副
理

事
長
が
就
任
し
ま
す
。

・
業
務
執
行
理
事
に
、
専
務
理
事
が
就
き
ま
す
。

・
評
議
員
会
は
、
法
人
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
重

要
性
が
増
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
事
業
に
つ
い
て
特
段
の
変
更
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　

当
法
人
と
し
ま
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人
移
行
を
機

に
、
生
衛
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
べ
く
な
お
一
層
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
生
衛
業
の
皆
様
や
生
衛
組

合
の
関
係
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
移
行
後
に
お
き
ま

し
て
も
引
き
続
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
法
人
は
、
四
月
一
日
か
ら
、

に
移
行
し
ま
す
。

「
公
益
財
団
法
人
」

　
宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適

用
さ
れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金
が
、
昨
年

十
月
十
九
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ

い
。

最
低
賃
金

　
　
　 

時
間
額
で
六
百
八
十
五
円

　
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
合
せ
先

宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

電
話 

〇
二
二
―
二
九
九
―
八
八
四
一

F
A
X 

〇
二
二
―
二
九
五
―
三
六
六
八

宮城県内の「最低賃金」を　　　
　　　　　　　知っていますか？

個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得又は山林所得の合計額

が、300万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、平成26年1月からは、こ

れらの所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の申告の必要がない方を含みます。）

について必要となります。

　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホーム

ページ（http://www.nta.go.jp）に掲載されていますので、ご覧く

ださい。

　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。

平成26年1月から、
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます。
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東日本大震災の概要

※我が国の観測史上最大規模の地震、世界的にも1900 年以降 4 番目の規模の地震

項　　　目 デ　ー　タ

発　生　日　時 平成 23 年 3 月 11 日　14 時 46 分

震源および規模
　　（推定）　　

三陸沖（北緯 38.1 度、東経 142.9 度、牡鹿半島の東南東 130km 付近）
深さ 24km、モーメントマグニチュード　Mw9.0

震　　源　　域 長さ約 450km、幅約 200km

断層のすべり量 最大 20 〜 30m 程度

震源直上の海底
の　移　動　量 東南東に約 24m 移動、約 3m 隆起

震度 7 　 宮城県北部

震度 6 強 宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、茨城県北部・南部、
栃木県北部・南部

震度 6 弱 岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福島県会津、群馬県南部、
埼玉県南部、千葉県北西部

震度 5 強

青森県三八上北・下北、岩手県沿岸北部、秋田県沿岸南部・内陸南部、
山形県村山・置賜、群馬県北部、埼玉県北部、千葉県北東部・南部、
東京都 23 区、新島、神奈川県東部・西部、山梨県中部・西部、山
梨県東部・富士五湖

（気象庁資料・海上保安庁資料による）

被害状況等（平成 24 年 12 月 12 日現在　出典：警察庁、復興庁等）

　⑴　人的被害
　　ア　死　　者　　 15,878 名
　　イ　行方不明　　　2,713 名
　　ウ　負 傷 者　　　6,126 名
　　エ　震災関連死　　2,303 名（9 月 30 日現在）

　⑵　建築物被害
　　ア　全　　壊　　129,714 戸
　　イ　半　　壊　　267,603 戸
　　ウ　一部破損　　731,534 戸
※未確認情報を含む
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　平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分、三陸沖を震源とする我が国の地震観測史上最大となるマグニ
チュード 9.0 の巨大地震が発生しました。県内では、栗原市築館で震度 7、仙台市宮城野区などで
も震度 6 強、県内全域で震度 5 弱以上を観測しました。また、この地震による大津波は、岩手県境
から福島県境までの県内沿岸部全域に襲来、甚大な被害を受けました。
　この震災により県内では１万人以上の方の死亡が確認されているほか、いまだに 1,300 人を超え
る方が行方不明となっています。

⑴　発 生 日 時　平成 23 年 3 月 11 日（金）14 時 46 分頃
⑵　震 央 地 名　三陸沖（北緯 38.1 度、東経 142.9 度、牡鹿半島の東約 130km）
⑶　震源の深さ　約 24km
⑷　規　　　模　マグニチュード 9.0
⑸　最 大 震 度　震度 7（栗原市）
⑹　津　　　波　7.2m（仙台港）※痕跡等から推定した津波の高さ（平成 23 年 4 月 5 日気象庁発表）
　　　　　　　　8.6m 以上（石巻市鮎川）※津波観測施設のデータ解析による

（平成 23 年 6 月 3 日気象庁発表）
　　　　　　　　※参考 :「東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ」による推定
　　　　　　　　　　　　  南三陸町志津川　15.9m　　女川漁港　14.8m　　南三陸町歌津　　14.7m

⑴　人的被害（継続調査中）
　　死　者（関連死を含む。）…………10,402 人
　　行方不明者………………………… 1,324 人
　　重　　　傷…………………………… 504 人
　　軽　　　傷………………………… 3,607 人

⑵　住家・非住家被害（継続調査中）
　　全　　　壊…………………………85,414 棟
　　半　　　壊……………………… 152,512 棟
　　一 部 損 壊 ……………………… 224,111 棟
　　床 上 浸 水 …………………………15,475 棟
　　床 下 浸 水 …………………………12,894 棟
　　非住家被害…………………………26,291 棟

⑶　被害額の概要（継続調査中）
　　　　　　　………………… 9 兆 1,893 億円

 〔平成 24 年 11 月 30 現在、⑶被害額の概要は 12 月 10 日現在〕

東日本大震災 宮城県の概要

１　地震の概況等

２　被害の状況等

【浸水面積】
県内の浸水面積は 327k㎡
※ 6 県 62 市町村の浸水面積合計

527k㎡の約 6 割に相当

　  ―特別復興版　みやぎの生衛だより2



生活衛生関係営業の被災・営業再開状況調査
　未曾有の大震災の発生から 1 年が経過しようとしていた平成 23 年 2 月 1 日現在の、特に被害が
甚大であった岩手県、宮城県及び福島県の東北 3 県の生活衛生関係営業について、震災発生時の被
害状況と営業再開状況を調査しました。
　調査については、生活衛生同業組合の協力をいただき、調査対象である生衛組合に所属する生衛
業者（組合員）について、支部ごとに以下の調査項目について調査しました。

　① 震災発生時における組合員の人的被害状況
　　※人的被害は、営業者のみでご家族等は含まれておりません。　
　② 震災発生時における店舗の被害状況
　③ 平成 24 年 2 月 1 日現在の被災生衛業者の営業状況

その概要の一部を御紹介いたしますが、改めて被害の甚大さを再認識させられました。

〔宮城県全体（単位：名）〕

〔宮城県全体（単位：ヶ所）〕

調査結果（宮城県：業種別集計結果）

１　震災発生時の組合加入生衛業者の被害状況について

２　震災発生時の店舗の被害状況

宮 城 県

死 亡 40

行 方 不 明 5

負 傷 4

被 害 な し 5,506

不 明 952

合 計 6,507

宮 城 県

被 害 あ り 2,792

被 害 な し 1,658

不 明 2,057

合 計 6,507

0 2,000 4,000 6,000

死　　亡

行方不明

負　　傷

被害なし

不　　明

40

5

4

5,506

952

被害あり

被害なし

不　　明

0 1,000 2,000 3,000

2,792

1,658

2,057
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〔宮城県全体（単位：ヶ所）〕

〔宮城県全体（単位：ヶ所）〕

〔宮城県全体（単位：ヶ所）〕

※営業継続：現地においてライフライン等の復旧後、営業再開（継続）した方々

営業再開した方々の内訳

３　被災営業者の営業状況（平成24年 2月 1日現在）

宮 城 県

営 業 再 開 2,792

休 業 中 259

廃 業 656

営 業 継 続 2,708

不 明 92

合 計 6,507

宮 城 県

全 壊 655

大規模半壊 240

半 壊 305

一 部 損 壊 1,592

合 計 2,792

宮 城 県

現 地 2,615

仮 設 店 舗 28

その他の場所
（移転） 149

合 計 2,792

2,792

259

656

2,708

92

0 1,000 2,000 3,000

営業再開

休 業 中

廃　　業

営業継続

不　　明

全　　壊

大規模半壊

半　　壊

一部損壊

655

240

305

1,592

0 500 1,000 1,500 2,000

2,615

28

149

現　　地

仮設店舗

そ の 他

0 1,000 2,000 3,000

※
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宮城県震災復興計画について
　宮城県では、平成 23 年 10 月に今後 10 年間における復興の道筋を示す「宮城県震災復興計画」
を策定しました。

　復興を達成するまでの期間をおおむね 10 年間とし、平成 32 年度を復興の目標に定め、その計画
期間を「復旧期」、「再生期」、「発展期」の３期に区分しています。特に、復旧期の段階から、再生期・
発展期に実を結ぶための復興の「種」をまき、ふるさと宮城の復興に結びつけることとしています。

　県民一人ひとりが復興の主体であり、多様な活動主体が、「絆」という人と人との結びつきを核に、
復興に向けて取り組むことが必要です。
　行政は、民間をはじめ様々な主体による復興に向けた活動を全力でサポートする体制を構築します。

基本理念１　災害に強く安心して暮らせるまちづくり
基本理念２　県民一人ひとりが復興の主体・総力を結集した復興
基本理念３　「復旧」にとどまらない抜本的な「再構築」
基本理念４　現代社会の課題を解決する先進的な地域づくり
基本理念５　壊滅的な被害からの復興モデルの構築

１　災害に強いまちづくり宮城モデル
の構築

２　水産県みやぎの復興
３　先進的な農林業の構築
４　ものづくり産業の早期復興による

「富県宮城の実現」
５　多様な魅力を持つみやぎの観光の

再生
６　地域を包括する保健・医療・福祉

の再構築
７　再生可能なエネルギーを活用した

エコタウンの形成
８　災害に強い県土・国土づくりの推進
９　未来を担う人材の育成
10　復興を支える財源・制度・連携体

制の構築

復興の基本理念

復興のポイント

県民一人ひとりが

復興の主体

総力を結集した復興

復旧期 再生期 発展期

・H23 〜 H25
・（３年間）

・H26 〜 H29
・（４年間）

・H30 〜 H32
・（3 年間）

県　民

NPO等団　体

企　業大　学

市町村県

国

宮城県の

復興
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（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に

よ
る
仮
設
店
舗
整
備
事
業
の
ご
紹
介

　
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
略
称
「
中

小
機
構
」）
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
当
日
に

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。

一
ヶ
月
後
の
四
月
十
一
日
に
は
、
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
中
小
・
零
細
事
業
者
の
皆
様
が
早
期
に

事
業
を
再
開
で
き
る
よ
う
、
仮
設
店
舗
や
事
務
所
、
工

場
の
施
設
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
町
村
と
の
共
同
で
行
う
も
の
で
、
ま

ず
、
地
元
市
町
村
が
土
地
を
用
意
し
中
小
機
構
に
施
設

の
整
備
を
要
望
、
中
小
機
構
が
施
設
を
建
築
し
、
完
成

後
は
建
物
を
市
町
村
に
原
則
無
償
で

貸
与
、
市
町
村
は
、
入
居
者
を
募
り
、

無
償
ま
た
は
低
廉
な
賃
料
で
貸
与
す

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
な
ど
の
五
十
市
町
村
か
ら
約

五
百
三
十
箇
所
の
整
備
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
初
の
想

定
を
大
幅
に
上
回
る
も
の
で
し
た
の

で
予
想
以
上
に
時
間
を
要
し
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
完
成
箇
所
数
が
九
割

を
超
え
ま
し
た
。（
平
成
二
十
四
年
十

月
末
現
在
）

　
宮
城
県
内
で
は
、
十
四
市
町
村
か
ら
約
百
三
十
箇
所

の
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
約
百
二
十
箇
所
が
完
成
し

て
お
り
、
約
六
百
二
十
事
業
者
の
方
が
事
業
を
再
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
百
二
十
箇
所
の
内
、
商
業
系
の
仮
設
店
舗
の
数

は
四
十
七
箇
所
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
二
十
六
軒

も
の
理
容
・
美
容
業
の
方
が
入
居
さ
れ
、
営
業
を
再
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
小
機
構
で
は
、
こ
の
仮
設
施
設
整
備
事
業
の
ほ
か

に
も
震
災
復
興
関
連
事
業
と
し
て
、
被
災
さ
れ
た
事
業

者
の
皆
様
の
事
業
再
建
に
向
け
た
専
門
家
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
の
厳
し
い
経
営
環
境
や
資
金
繰
り
に
関
し

て
、
財
務
会
計
に
明
る
い
専
門
家
（
公
認
会
計
士
、
税
理

士
等
）
を
派
遣
し
た
り
、
企
業
の

復
旧
か
ら
復
興
に
至
る
ま
で
の

事
業
計
画
の
作
成
や
新
事
業
展

開
に
至
る
ま
で
経
験
豊
富
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
中
小
企
業
診
断

士
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
が

的
確
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　 

専
門
家
の
旅
費
・
謝
金
等
の

費
用
は
中
小
機
構
が
負
担
い
た

し
ま
す
の
で
、
是
非
復
旧
・
復
興

に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
仮
設
店
舗
で
再
開
さ
れ
た
方
紹
介
）

理
　
容
　
ヨ
　
コ
　
タ

横
　
田
　
　
浩
さ
ん

　
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
矢
本
に
約
五
八
〇
世
帯
の
仮
設
住

宅
の
一
画
に
平
成
二
十
三
年
十
月
に
仮
設
店
舗
で
開
業

し
、
御
夫
婦
で
お
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
震
災

直
後
は
、
組
合
か
ら
送
ら
れ
た
訪
問
理
容
キ
ッ
ト
で
出

張
営
業
を
さ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
。「
前

の
店
か
ら
の
な
じ
み

の
お
客
さ
ん
も
来
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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復
興
の
記
録

　
大
震
災
に
負
け
ず
、
再
建
に
向
か
っ
て
頑
張
ら
れ
た

生
衛
業
の
方
々
や
そ
れ
を
支
援
し
た
生
活
衛
生
同
業
組

合
か
ら
体
験
を
投
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
多
く
の
生
衛
業
の
方
々
が
再
開
を
果
た

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
各
組
合
か
ら
推
薦
し

て
い
た
だ
い
た
生
衛
業
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
字
数
、
ペ
ー
ジ
数
の
関
係
上
思
い
を
伝
え

き
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
再
開
に
至
っ
た
苦
難
、
温
か
い
支
援
、
再
開
に
向
け

た
強
い
思
い
等
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

寿
　
司
　
商
　
組
　
合

寿
司
商
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
当
組
合
員
の
店
舗
は
約
三
分
の
一
が
沿
岸
部
に
位
置
し
て
お

り
、
八
十
軒
あ
ま
り
が
津
波
の
被
害
に
遭
い
、
組
合
員
及
び
家

族
五
人
が
亡
く
な
り
、
震
災
後
二
十
九
店
が
廃
業
や
休
業
で
組

合
を
脱
会
い
た
し
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や
店
舗
の

被
害
に
よ
り
、
止
む
無
く
休
業
を
強
い
ら
れ
て
い
た
店
舗
も
多

く
、
組
合
費
の
徴
収
も
儘
な
ら
ず
組
合
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。
組
合
と
し
て
行
っ
た
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

　

平

成

二

十

三

年

度

一
．
組
合
理
事
長
・
役
員
に
よ
る
現
地
視
察
及
び

見
舞

二
．
金
融
相
談
、
各
省
庁
や
関
係
機
関
か
ら
配
布

さ
れ
た
震
災
特
例
に
関
す
る
案
内
の
送
付

三
．
被
害
の
少
な
か
っ
た
組
合
員
各
店
舗
へ
義
援

金
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

四
．
全
国
す
し
連
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
全
国
の
義
援

金
・
各
店
に
集
ま
っ
た
義
援
金
の
配
布

五
．
知
名
度
の
高
い
「
仙
台
づ
け
丼
」
を
統
一
メ

ニ
ュ
ー
と
し
、
震
災
後
の
景
気
回
復
と
組
合

が
一
丸
と
な
る
た
め
の
取
組
み

六
．
東
日
本
大
震
災
被
害
と
復
興
の
記
録
誌
「
復

興
の
軌
跡
」
の
製
作

七
．
全
国
す
し
連
秋
田
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
復
興

感
謝
祭
参
加

　

宮

城

県

は
、

四
〇
〇
名
「
仙
台
づ

け
丼
」
と
「
仙
台
と

ん
汁
」
を
提
供
。
会

場
内
に
は
東
北
の
被

災
地
の
写
真
や
地
元

紙
を
パ
ネ
ル
展
示
。

　

平

成

二

十

四

年

度

　
沿
岸
地
域
の
組
合

員
も
徐
々
に
仮
店
舗

や
仮
設
店
舗

で
営
業
を
再

開
し
始
め
ま

し
た
。
た
だ

し
、
元
の
場

所
に
建
築
出

来
る
か
ど
う

か
決
ま
っ
て

い
な
い
所
も

多
い
た
め
、

現
在
、
地
域

の
町
並
み
が

ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、

ど
こ
に
店
が
あ
る
の
か
、
な
ど
調
査
を
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

一
．
被
災
沿
岸
部
七
十
五
店
舗
の
現
地
調
査
並
び

に
被
災
地
域
の
各
店
舗
の
情
報
を
掲
載
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
製

二
．
提
供
食
材
の
正
し
い
情
報
を
提
供
す
る
た

め
、
安
全
性
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ

カ
ー
の
作
成

三
．
復
興
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー

　
旅
行
業
者
と
提
携
し
、
す
し
を
盛
込
ん
だ
ツ
ア
ー
を

企
画
。
平
成
二
十
五
年
度
開
催
さ
れ
る
仙
台
・
宮
城
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
繋
げ
る
た
め
通

年
通
年
企
画
を
要
請
。
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す
　
し
　
寶
　
来

石
巻
支
部
　
佐
々
木
　
淳
　
一

　
初
め
に
今
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
店
を
津
波
が
天
井
ま
で
押
し
寄
せ
全
壊
と
判
定
さ

れ
ま
し
た
。
波
が
引
い
た
翌
日
の
店
内
は
ド
ロ
と
瓦
礫

の
山
で
、
た
だ
呆
然
と
立
ち
つ
く
す
だ
け
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
訳
に
は
い
か
ず
、

今
何
が
出
来
る
の
か
、
次
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
自

問
自
答
し
な
が
ら
後
片
付
け
を
す
る
毎
日
で
し
た
。

　
そ
う
し
て
よ
う
や
く
、
四
月
下
旬
の
頃
、
い
ち
早
く

再
開
し
た
知
人
の
店
で
五
月
二
十
五
日
か
ら
は
近
所
の

ス
ー
パ
ー
で
持
ち
帰
り
用
の
お
寿
司
を
売
ら
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
特
に
そ
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
鮮
魚
販
売
の
他
に
中
華

料
理
店
、
す
き
焼
屋
、
う
な
ぎ
屋
な
ど
と
一
緒
に
「
石
巻

名
店
街
」
と
称
し
て
再
出
発
し
、
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
数
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
大
変
な
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
傍
ら
六
月
（
平
成
二
十
三
年
）
に
は
新
店
舗
の

場
所
を
確
保
し
、
オ
ー
プ
ン
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た

の
で
す
が
、
な
か
な
か
大
工
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。

結
局
、
三
ヶ
月
程
待
ち
、
よ
う
や
く
十
月
十
七
日
に
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
で
は
自
分
の
店
を

持
て
る
喜
び
と
安
心
し
て
仕
事
が
出
来
る
安
堵
感
で
正

直
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
一
年
半
以
上
が
過
ぎ
ま
す
が
、
石
巻
の
復

興
は
ま
だ
ま
だ
先
で
す
。
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
全
国
か
ら
の
温
か
い
沢
山
の
ご
支
援
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
最
後
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
　
草
　
寿
　
司

名
取
市
閖
上
　
比
　
佐
　
幸
　
悦

　
名
取
市
閖
上
港
市
場
の
向
い
側
に
当
店
が
あ
り
、
大

震
災
の
日
は
金
曜
日
で
予
約
が
多
く
仕
込
み
の
最
中
で

し
た
。
地
震
直
後
は
ま
さ
か
あ
ん
な
大
き
な
津
波
が
来

る
と
は
思
わ
ず
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
っ
た
お
店
を
予

約
の
時
間
ま
で
何
と
か
片
付
け
準
備
を
し
な
け
れ
ば
と

の
頭
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
知
人
を
指
定
の
避
難
所
ま

で
送
っ
て
か
ら
、
小
学
校
と
保
育
所
の
子
供
を
迎
え
に

行
き
、
途
中
車
を
止
め
て
振
り
返
っ
た
ら
津
波
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
咄
嗟
に
目
の
前
に
あ
っ
た

階
段
に
登
り
ま
し
た
。
車
は
目
の
前
で
流
さ
れ
、
避
難

場
所
の
公
民
館
ま
で
津
波
が
到
達
し
逃
げ
遅
れ
た
人
も

多
く
、
私
達
は
紙
一
重
の
差
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
津
波
か
ら
三
日
後
に
店
に
戻
り
ま
し
た
が
、
土
台
だ

け
を
残
し
何
も
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
仙
台
の
大
学
に

行
っ
て
い
た
息
子
と
も
会
う
こ
と
が
で
き
、
家
族
全
員

が
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
幸
い
で
し
た
。

　
漁
船
が
見
え
る
場
所
に
店
が
あ
り
、
港
に
揚
が
っ
た

ば
か
り
の
閖
上
名
物
の
赤
貝
を
提
供
す
る
こ
と
も
多

く
、
関
東
圏
か
ら
の
お
客
様
が
楽
し
み
に
来
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
に
も
酷
い
状
況
で
正
直
も
う
店
を
閉
め
よ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
全
国
の
方
々
や
外
国

の
方
か
ら
の
沢
山
の
励
ま
し
の
言
葉
や
手
紙
、
ボ
ラ
ン
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テ
ィ
ア
の
方
々
が
応
援
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
仮
設
店

舗
で
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
仮
設
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
は
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
が
大
き
く
、
ま
た
、
内
装
業
者

の
方
や
お
客
様
が
作
っ
て
く
れ
た
座
布
団
や
カ
バ
ー
、

飾
り
物
な
ど
、
店
舗
の
中
に
は
多
く
の
人
の
温
も
り
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
資
金
面
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
設
備
資
金

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
原
発
事
故
や
海
の
汚
染
等
の
問
題
で
、
名
物
で
あ
っ

た
閖
上
の
赤
貝
を
初
め
地
元
の
も
の
を
提
供
す
る
見
通

し
が
立
た
な
い
の
が
不
安
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
仮
設

店
舗
は
五
年
だ
け
の
営
業
で
、
そ
の
後
元
の
場
所
に
戻

れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
も
一
切
分
か
ら
ず
心

配
で
す
。

　
今
は
、
仮
設
店
舗
で
も
前
の
よ
う
に
地
元
の
人
で
賑

わ
い
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
で
あ
り
、
種
々
な
職
種

の
人
が
和
気
藹
々
と
晩
酌
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
な

店
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
く
県
外
の
お
客
様
に
地
元
の
お
い
し
い
赤
貝
や
魚

を
安
心
し
て
提
供
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

鳥
の
海
浜
寿
し

亘
理
荒
浜
　
太
　
田
　
政
　
志

　
亘
理
荒
浜
港
の
近
く
に
位
置
し
、
震
災
当
日
は
金
曜

日
で
週
末
に
季
節
の
「
ほ
っ
き
め
し
」
を
食
べ
に
く
る
お

客
様
が
多
い
た
め
、
ほ
っ
き
貝
の
選
別
を
行
っ
て
い
る

最
中
で
し
た
。
今
ま
で
と
は
違
う
揺
れ
に
不
安
を
感
じ
、

近
く
の
荒
浜
小
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
私
は
消
防
団
に
所
属
し
て
い
る
た
め
、
す
ぐ
に
町
民

の
避
難
誘
導
に
当
た
っ
た
の
で
す
が
、
私
自
身
も
津
波

に
巻
き
込
ま
れ
、
流
れ
着
い
た
養
殖
棚
等
に
何
と
か
乗

り
移
り
な
が
ら
、
震
災
か
ら
三
日
後
に
家
族
が
避
難
し

て
い
た
荒
浜
小
学
校
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
予
想
外
の
大
き
な
津
波
に
、
店
舗
・
自
宅
・
寮
の
全

て
が
さ
ら
わ
れ
、
建
物
の
一
部
は
一
㎞
以
上
離
れ
た
場

所
に
流
れ
着
い
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
の
仕
事
が
忙
し
く
、
店
の
再
建
ま
で
な
か
な

か
手
が
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
礎
だ
け
残
っ
た
敷

地
内
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
暖
簾
が
見
つ
か
り
「
が

ん
ば
っ
て
店
を
再
建
さ
せ
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
も
い
つ
か
ら
店
を
始

め
る
の
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
安
否
を
心
配
す
る
書
き
込
み
が
あ
っ
た
り

と
、
お
客
様
が
再
開
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
が
た
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く
、
強
く
心
に
響
き
ま
し
た
。

　
営
業
再
開
を
決
め
て
か
ら
は
、
元
の
場
所
に
建
て
る

こ
と
も
出
来
ず
、
土
地
を
探
し
何
と
か
現
在
地
に
建
築

す
る
こ
と
が
出
来
き
ま
し
た
。

　
店
舗
新
築
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
店
舗
の
デ
ザ
イ
ン

や
建
築
、
機
材
、
器
等
全
て
を
地
元
の
仲
間
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
岐
阜
県
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
は
、
料
亭
を
や
め
た
方
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
種
々
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
し
た
。

自
分
も
被
害
者
な
の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
器
を
集
め

て
く
れ
た
人
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
は
こ
れ
だ
け
だ
か

ら
と
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
製
作
を
一

手
に
引
き
受
け
て
く
れ
た
方
々
等
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
陰
で
新
店
舗
を
開
店
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、
新
し
い
店
で
今
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

銀
　
玉
　
水

石
巻
市
　
岡
　
崎
　
耕
　
造

「

銀

玉

水

」

の

復

旧

復

興

の

記

　
二
ｍ
以
上
の
泥
水
が
店
内
に
流
入
し
ま
し
た
。
構
造

物
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
電

気
製
品
は
壊
滅
的
で
し
た
。
三
月
十
四
日
か
ら
ド
ロ

出
し
を
毎
日
行
い
四
月
上
旬
ま
で
に
終
え
ま
し
た
。
四

月
中
旬
千
葉
県
の
友
人
が
「
一
緒
に
大
工
仕
事
を
し
よ

う
。」
と
突
然
訪
れ
ま
し
た
。
店
内
の
四
面
の
壁
を
壊
し
、

タ
イ
ガ
ー
ボ
ー
ド
を
三
十
枚
く
ら
い
自
力
で
貼
り
付
け

ま
し
た
。
床
を
抜
い
て
下
の
ド
ロ
も
掃
除
し
ま
し
た
。

　
五
月
上
旬
、
大
工
さ
ん
に
ド
ア
の
調
整
と
床
張
り
を

し
て
も
ら
い
、

そ
れ
と
同
時
に

ク
ロ
ス
張
り
も

プ
ロ
に
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
六
月
上
旬
に

は
待
っ
て
い
た

機
器
類
が
次
々

に
到
着
し
、
小

さ
い
物
を
何
度

も
買
い
に
行
っ

て
再
開
に
備
え
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ま
し
た
。

　
六
月
十
三
日
（
平
成
二
十
三
年
）
に
店
舗
を
再
開
し
ま

し
た
。

　
再
開
の
き
っ
か
け
は
、
遠
方
の
友
人
達
の
手
伝
い
で
、

す
ご
い
力
に
な
り
ま
し
た
。
金
銭
的
な
支
援
は
、
グ
ル
ー

プ
化
に
よ
る
も
の
で
、
会
議
所
が
先
頭
に
立
っ
て
指
導

し
て
く
れ
ま
し
た
。
少
な
い
か
多
い
か
は
分
か
ら
な
い

金
額
で
す
が
、
二
十
四
年
の
五
月
下
旬
に
百
十
万
円
ほ

ど
の
補
助
金
を
頂
き
ま
し
た
。
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　
再
開
後
は
、
と
て
も
繁
盛
し
ま
し
た
。

地
物
屋
た
に
ぐ
ち

気
仙
沼
市
　
佐
　
藤
　
恵
二
郎

　
震
災
後
、
店
の
所
に
行
っ
て
辺
り
を
見
渡
し
て
、
こ

こ
で
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
何
年
か
か
る
の

か
。
気
仙
沼
を
離
れ
る
覚
悟
を
し
て
妻
に
話
す
と
「
せ
っ

か
く
家
族
が
皆
無
事
で
揃
っ
て
い
る
の
に
離
れ
る
こ
と

は
な
い
。
諦
め
ず
に
も
う
一
度
寿
司
を
握
る
為
に
頑
張

ろ
う
。」
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
仮
設
商
店
街
の
説
明
会
が
四
月
に
あ
り
、
そ
の
時
は
、

九
月
中
旬
位
に
は
開
店
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
り
手
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
五
月
に
な
る
と
、
十

月
中
の
開
店
も
怪
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
ま
で
待
て
な
い
の
で
、
物
件
は
な
い
か
探
し
始
め

ま
し
た
。

　
毎
週
金
・
土
曜
日
だ
け
営
業
の
居
酒
屋
の
店
主
に
営

業
日
以
外
の
日
を
貸

し
て
欲
し
い
と
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
買
う

な
ら
売
る
け
ど
貸
す

こ
と
は
出
来
な
い
と

の
こ
と
。
買
う
気
の

あ
る
こ
と
を
伝
え
、

早
速
、
公
庫
に
相
談

に
行
く
と
、
今
ま
で

テ
ナ
ン
ト
で
商
売
し

て
い
た
の
で
、
同

程
度
の
物
件
を
借

り
て
再
開
な
ら
良

い
け
ど
、
物
件
を

買
う
と
な
る
と
、

資
産
が
増
え
復
旧

で
な
い
か
ら
出
せ

な
い
、
と
の
回
答

だ
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
県
が

事
業
再
開
支
援
貸

付
制
度
を
作
り
そ

れ
を
利
用
し
て
何
と
か
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
保
健
所
に
営
業
許
可
を
受
け
に
行
っ
た
ら
三
十
五
年

も
更
新
営
業
し
て
き
た
店
に
手
洗
い
が
な
い
か
ら
許
可

で
き
な
い
と
の
こ
と
。「
商
売
が
出
来
な
け
れ
ば
借
金
が

返
せ
ず
首
を
吊
る
し
か
な
い
ぞ
、
工
務
店
だ
っ
て
い
つ

来
て
く
れ
る
か
」
と
。

　
そ
こ
で
な
る
べ
く
早
く
直
す
と
一
筆
書
い
て
許
可
を

出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
物
件
を
買
っ
た
為
に
資
産
が
増
え
、
復
旧
で
は
な
い

か
ら
税
の
減
免
は
な
い
し
、
国
・
県
の
補
助
金
も
受
け

ら
れ
な
い
。
会
社
だ
っ
た
ら
代
替
え
施
設
を
買
っ
た
り

し
て
資
産
が
増
え
て
も
補
助
さ
れ
る
の
に
、
個
人
で
は

増
え
た
資
産
に
か
け
た
費
用
は
認
め
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
補
助
金
の
為
に
再
開
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
、

商
売
で
コ
ツ
コ
ツ
返
し
て
い
き
ま
す
。

みやぎの生衛だより 　特別復興版― 　  11



中
　
華
　
料
　
理
　
組
　
合

中
華
料
理
組
合

中
華
料
理
業
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　
大
震
災
か
ら
お
お
よ
そ
四
ヶ
月
後
の
七
月
三
十
日
か

ら
一
ヶ
月
間
、
①
来
店
者
の
増
加
に
よ
る
経
営
の
安
定

化
を
図
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
②
消
費

者
の
目
線
で
考
え
た
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
③
再
建
に
向
け
た
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
被
災
生
衛
業
者
に
よ
る
被
災
地
域
に
お
け
る
炊
き

出
し
事
業
、
を
柱
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
震
災
特
需
の

相
乗
効
果
も
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
参
加
組
合
員
の

八
十
％
が
来
店
客
数
、
売
上
高
と
も
増
加
し
た
と
回
答

し
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
組
合
に
「
炊
き
出
し
を

し
て
ほ
し
い
。」「
復
興
の
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
と
よ

い
。」「
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
ほ
し
い
。」
等
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
組
合
が
実
施
し
て
い
る
事
業
が
消
費
者
の
要
望

に
応
え
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
に
は
、「
今
の
ま
ま
で
。」「
い
つ
ま
で

も
店
を
続
け
て
。」
等
の
回
答
が
多
く
、
継
続
し
て
営
業

す
る
こ
と
が
地
域
の
復
興
に
つ
な
が
る
と
多
く
の
消
費

者
が
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
炊
き
出
し
に
参
加
し
た
被
災
組
合
員
の
多
く
が
自
店

再
建
へ
の
意
欲
が
向
上
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
地

域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
た
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
業
界
の
復
興
を
地
域
に
Ｐ
Ｒ

す
る
と
い
う
当
初
の
目
的
も
達
成

で
き
ま
し
た
。

　
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
と
に

か
く
店
を
開
け
て
ほ
し
い
」
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
早

期
の
営
業
再
開
に
向
け
て
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

災
害
時
に
お
い
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

へ
の
切
り
替
え
、
発
電
機
の
導
入
、

地
下
飲
料
水
の
確
保
等
に
つ
い
て

の
検
討
が
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
業
界
の
景
況
感
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
一
方
、
未

だ
営
業
が
再
建
で
き
な
い
生
衛
業
者
と
の
格
差
が
確
実

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
力
だ
け
で
は
再
建
が
困

難
な
生
衛
業
者
に
寄
り
添
い
、
力
と
な
る
支
援
策
の
取

組
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
組
合
員
が
大
幅
に
減

少
し
た
た
め
、
組
合
の
新
規
加
入
促
進
を
図
る
事
業
の

展
開
が
必
要
で
あ
り
、
早
急
に
取
組
み
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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ち
ん
り
ゅ
う多

賀
城
市
　
石
　
森
　
胞
　
男

　
震
災
を
特
集
し
た
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
に
、
多
賀
城

市
町
前
の
「
ち
ん
り
ゅ
う
」
の
看
板
が
あ
っ
た
。
津
波
に

呑
み
込
ま
れ
る
町
の
中
で
「
ち
ん
り
ゅ
う
」
の
看
板
は
、

そ
れ
を
頑
な
に
拒
ん
で
い
た
。

　
店
主
の
石
森
さ
ん
は
、
地
震
の
直
後
、
携
帯
電
話
の
緊

急
速
報
で
津
波
の
襲
来
を
知
り
、
急
い
で
近
く
の
小
学

校
に
避
難
し
た
た
め
、
濁
流
に
襲
わ
れ
る
店
の
様
子
は

見
て
い
な
い
と
言
う
。
当
時
、
店
の
こ
と
よ
り
も
気
掛

か
り
だ
っ
た
の
は
、
避
難
す
る
途
中
で
す
れ
違
っ
た
小

学
生
達
だ
と
話
す
。
あ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
達
は
無
事
だ
っ

た
の
か
と
、
今
も
心
が
ざ
わ
め
く
。

　
店
は
、
倒
壊
は
免
れ
た
が
、
津
波
は
一
ｍ
八
十
五
㎝

に
達
し
て
い
た
。
泥
と
ヘ
ド
ロ
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
店

内
で
愕
然
と
し
な
が
ら
、「
も
う
や
め
よ
う
。」
と
思
っ
た

と
話
す
。

　
そ
の
後
、
多
賀
城
市
を
離
れ
て
親
戚
の
家
で
避
難
生

活
を
過
し
、
解
体
工
事
を
手
伝
う
日
々
を
送
っ
た
。
目

の
前
の
何
か
を
す
る
こ
と
で
気
を
紛
ら
わ
せ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
日
訪
れ
た
解
体
現
場
は
、
飲
食

店
だ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
使
え
る
テ
ー
ブ
ル
も
イ
ス
も
厨

房
器
具
も
全
て
処
分
す
る
の
だ
と
聞
い
た
。「
も
う
や
め

よ
う
」
と
決
め
た
は
ず
な
の
に
、
何
故
だ
ろ
う
。「
譲
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
復
興
の
動
機
と
か
再
開
の
き
っ
か
け
と
か
、
今
で
も

言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
の
時
の
「
譲
っ

て
ほ
し
い
」
は
、
理
屈
や
理
由
を
ま
と
わ
な
い
真
っ
新
で

真
っ
白
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
。

　「
こ
れ
か
ら
先
は
、
夫
婦
二
人
で
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

や
る
だ
け
。」
と
石
森
さ
ん
は
、
は
に
か
み
な
が
ら
話
し

て
く
れ
た
。

　
津
波
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
「
ち
ん
り
ゅ
う
」
の
看
板
も

再
ス
タ
ー
ト
を
応
援
し
て
い
る
。。

宮
　
城
　
食
　
堂

多
賀
城
市
　
宮
　
城
　
栄
　
一

　
震
災
後
し
ば
ら
く
の
間
、
多
賀
城
市
内
に
あ
る
組
合

事
務
所
へ
通
勤
す
る
際
、
Ｊ
Ｒ
が
不
通
と
な
っ
た
た
め
、

四
十
五
号
線
を
通
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
毎
朝
必
ず
目
に

し
た
の
は
、
多
賀
城
市
八
幡
に
あ
る
「
宮
城
食
堂
」
の
店

主
宮
城
さ
ん
が
、
店
の
前
で
一
心
不
乱
に
食
器
を
拭
う

姿
だ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
ま
ま
の
泥
だ

ら
け
の
町
で
、
泥
だ
ら
け
の
布
巾
で
、
泥
だ
ら
け
の
食

器
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら
実
直
に
拭
く
姿
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

当
時
の
気
持
ち
を
聞
い
た
。「
あ
れ
は
～
失
望
だ
な
～
」

と
暢
気
な
声
で
答
え
て
く
れ
た
。

　
津
波
の
襲
来
は
、
慌
て
て
出
前
か
ら
戻
っ
て
来
た
息

子
さ
ん
が
知
ら
せ

て
く
れ
た
。
防
災
無

線
は
気
が
付
か
ず
、

ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ

と
も
思
い
付
か
な

か
っ
た
と
言
う
。
店

内
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
閉
め
る
間
も
な

く
、
瞬
く
間
に
浸
水

し
た
。
テ
ー
ブ
ル
や

イ
ス
や
テ
レ
ビ
が
、

客
が
帰
る
時
と
同
じ
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様
に
、
暖
簾

を
く
ぐ
り
何

処
か
に
流
さ

れ
て
行
く
様

を
、
宮
城
さ

ん
は
階
段
か

ら
茫
然
と
眺

め
て
い
た
と

言
う
。
突
然
、

息
子
さ
ん
が

流
さ
れ
て
い

く
卓
上
ポ
ッ

ト
を
取
り
返

す
為
、
水
の

中
へ
入
っ
た
。

そ
れ
は
、
無
謀
な
行
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
無

慈
悲
に
奪
っ
て
行
く
も
の
へ
の
精
一
杯
の
抵
抗
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
後
に
息
子
さ
ん
は
、「
水
は
思
い
の
外
冷
た

か
っ
た
。」
と
、
こ
ぼ
し
て
い
た
。

　
店
は
、
行
政
の
様
々
な
支
援
制
度
や
、
家
族
の
支
え
も

あ
り
、
再
開
を
決
め
た
。「
こ
の
先
は
～
わ
か
ん
ね
な
～
」

と
い
つ
も
の
様
に
暢
気
な
口
調
で
話
す
宮
城
さ
ん
は
、

最
後
に
「
六
月
で
七
十
九
歳
。
数
え
で
八
十
歳
だ
～
」
と
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
自
慢
気
に
教
え
て
く
れ
た
。

　
傘
寿
を
迎
え
る
組
合
の
重
鎮
は
、
失
望
の
中
か
ら
歩

き
出
し
、
今
日
も
た
だ
ひ
た
す
ら
実
直
に
店
に
立
っ
て

い
る
。

豊
　
園仙

台
市
宮
城
野
区
　
佐
　
藤
　
　
　
豊

　
仙
台
市
宮
城
野
区
の
陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯
地
の
近

く
に
あ
る
「
中
国
料
理
豊
園
」
は
、
震
災
か
ら
三
日
後
の

三
月
十
四
日
に
半
ば
強
行
的
に
店
を
開
い
た
。
限
定
メ

ニ
ュ
ー
の
営
業
で
は
あ
っ
た
が
、
食
糧
の
確
保
が
困
難

だ
っ
た
当
時
、
開
店
前
か
ら
多
く
の
客
が
列
を
成
し
、

沢
山
の
人
々
が
あ
た
た
か
い
ラ
ー
メ
ン
を
笑
顔
で
食
べ

て
く
れ
た
。

　
震
災
後
、
ス
ー
パ
ー
に
三
～
四
時
間
待
ち
の
行
列
が

で
き
、
繁
華
街
で
は
一
つ
二
千
円
の
唐
揚
げ
弁
当
が
売

ら
れ
た
。
異
常
な
光
景
を
目
に
し
た
店
主
の
佐
藤
豊
さ

ん
は
、
大
変
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、

い
つ
も
通
り
に

店
を
開
け
る
必

要
が
あ
る
と
感

じ
た
。
幸
い
に

も
、「
豊
園
」
は

震
災
後
も
断
水

せ
ず
、
ガ
ス
は
プ

ロ
パ
ン
で
、
十
三

日
に
電
気
が
復

旧
し
た
事
で
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が

繋
が
っ
た
。

し
か
し
、

早
期
に
再

開
で
き
た

要
因
は
、

他
に
あ
る
。

　
地
震
で

「
豊
園
」
の

食
器
は
全

て
割
れ
た
。

だ
が
、
佐

藤
さ
ん
は
、

宮
城
県
沖

地
震
に
備
え
、
店
で
使
用
し
て
い
る
食
器
と
同
じ
種
類

の
食
器
を
同
じ
枚
数
だ
け
揃
え
、
梱
包
し
た
ま
ま
の
状

態
で
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン

不
足
や
食
材
不
足
で
取
引
業
者
が
納
品
で
き
な
い
状
況

の
中
、
何
と
か
都
合
し
て
く
れ
た
の
は
、「
豊
園
」
を
開

業
し
て
か
ら
四
十
年
以
上
の
間
、
肉
も
野
菜
も
麺
も
全

て
の
取
引
先
を
一
度
も
変
え
て
い
な
い
か
ら
と
話
す
。

　
大
き
な
被
害
を
受
け
た
方
に
は
、
申
し
訳
な
く
思
う

と
同
時
に
、
商
売
が
で
き
る
有
難
さ
に
気
が
付
い
た
。

今
は
、
あ
の
時「
美
味
し
い
」と
言
っ
て
く
れ
た
笑
顔
が
、

か
け
が
え
の
な
い
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
組
合
事
務
局
員
さ
ん
が
三
名
の
方
々
へ
取
材
し
、
ま

と
め
て
頂
き
ま
し
た
。
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社
　
交
　
飲
　
食
　
業社

交
飲
食
業
組
合

被

災

地

は

、

前

へ

進

む

ト

ン

ボ

の

如

く

復

興

は

、

徐

々

に

進

み

つ

つ

頑

張

る

組

合

員

　
東
日
本
大
震
災
時
は
、
気

仙
沼
を
始
め
石
巻
、
塩
釜
な

ど
沿
岸
部
の
生
衛
業
者
の
被

害
は
甚
大
な
も
の
で
、
あ
れ

か
ら
一
年
七
ヶ
月
が
経
過
す

る
中
で
、
今
な
お
厳
し
い
環

境
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で

も
な
い
。

　
全
国
連
合
会
や
他
都
道
府

県
組
合
な
ど
か
ら
の
多
く
の

支
援
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

当
組
合
で
は
十
支
部
に
対
し

て
、
支
援
金
を
分
配
す
る
な

ど
各
支
部
の
活
性
化
へ
期
待

を
掛
け
見
守
っ
た
。

　
特
に
当
気
仙
沼
支
部
で

は
、
支
部
長
自
ら
復
興
支
援

の
た
め
組
合
員
を
回
る
な

ど
、
仮
設
店
舗
の
紹
介
を
始
め
、
資
金
借
入
の
優
遇
措

置
拡
大
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
い
ち
早
い
復
興
を
目

指
す
こ
と
を
念
願
し
、
震
災
前
の
五
十
七
店
の
組
合
員

の
絆
を
取
り
戻
そ
う
と
鋭
意
努
力
し
た
結
果
、
二
十
六

店
舗
が
仮
設
店
舗
な
ど
で
再
開
を
図
り
、
組
合
員
に
戻

り
組
合
の
力
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
復
興
の
最
大
の

力
に
な
っ
た
こ
と
、
震
災
前
よ
り
絆
の
糸
が
、
太
く
力

強
い
も
の
に
な
っ
た
。
一
度
は
切
れ
た
絆
で
あ
っ
た
が
、

糸
は
半
分
に
な
っ
て
も
「
絆
」

で
あ
る
。

　
ま
た
、
厳
し
い
生
衛
業
の

方
々
が
昨
年
七
月
に
広
島
県

社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
呉
支
部
か
ら
、
炊
き

出
し
な
ど
を
気
仙
沼
市
民

会
館
（
避
難
所
）
で
行
わ
れ
、

千
五
百
食
の
炊
き
出
し
な
ど

の
支
援
を
行
っ
た
際
に
も
、

当
組
合
と
共
催
し
て
我
が
身

を
忘
れ
、
組
合
員
も
こ
の
活

動
に
関
わ
り
、
多
く
の
方
に

感
謝
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
ま

す
。（
写
真
は
そ
の
時
の
一

コ
マ
）

　
な
お
、
二
十
店
舗
が
再
開

を
目
指
し
、
ま
た
始
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
気
仙
沼
支
部

へ
戻
っ
て
来
る
こ
と
へ
、
大
き
な
期
待
が
あ
り
、
震
災

前
の
気
仙
沼
支
部
を
再
構
築
す
る
べ
く
佐
藤
耕
造
支
部

長
は
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
、
復
興
へ
の
努
力
の
継

続
中
で
あ
る
。

　
秋
と
な
っ
た
が
野
に
山
に
赤
ト
ン
ボ
が
飛
ぶ
季
節
、

ト
ン
ボ
は
縁
起
が
良
い
こ
と
に
例
え
ら
れ
、
別
名
「
勝

虫
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ト
ン
ボ
は
後
ず
さ
り
で
き
な

い
、
前
へ
、
前
へ
と
飛
ぶ
。
復
興
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
ダ

メ
、
後
に
戻
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
沿
岸
部
は
ト
ン

ボ
の
如
く
、
前
へ
進
む
復
興
を
当
組
合
と
し
て
、
今
後

も
支
援
を
続
け
て
、
活
気
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
へ
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
記
事
は
平
成
二
十
四
年
十
月
に
頂
き
ま
し
た
）
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け
ん
ち
ゃ
ん
食
道

仙
台
市
青
葉
区
　
榊
　
枝
　
延
　
芳

　

東

日

本

大

震

災

を

乗

り

越

え

て

　
震
災
が
起
き
て
か
ら
早
一
年
が
過
ぎ
、
街
並
み
も
駅

や
空
港
な
ど
も
、
殆
ど
が
震
災
前
と
変
わ
ら
ぬ
状
態
に
、

一
部
の
人
た
ち
を
除
き
戻
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
復
興

の
兆
し
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
語
り
綴
れ
ば
尽
き
な
い

話
と
な
り
、
終
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
脳
裏
に
刻
み
込
ん
で

お
く
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
然
し
、
神
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
生
き
残
っ

た
私
た
ち
は
、
復
興
さ
せ
な
け
れ
ば
、
と
云
う
気
持
ち

を
持
っ
て
、
そ
の
課
題
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

下
を
向
い
て
い
る
時
間
的
余
裕
な
ど
な
く
、
先
々
を
見

据
え
て
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
実

で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
に
何
が
で
き
る
の
か
？
当
時
炊
き
出
し
や

物
資
の
供
給
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
食
の
提

供
を
試
み
よ
う
と
決
意
し
、
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
七

月
三
十
日
に
「
け
ん
ち
ゃ
ん
食
道
」
を
開
店
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　「
身
体
に
良
い
」「
安
く
」「
美
味
し
い
物
」
を
提
供
し

て
行
く
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
店
長
と
掲
げ
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
震
災
後
自
分
自
身
の
お
店
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
今
後

万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
様
々
な
人
た
ち
を
助
け

ら
れ
、
助
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
温
か
な
ご
飯
に
味
噌
汁
を
何
時
で
も
、「
け
ん
ち
ゃ
ん

食
道
」
か
ら
無
料
で
配
っ
て
い
け
る
。

　
そ
の
強
い
信
念
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
で
は
開
店

出
来
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
自
身
に
与
え
ら
れ
た
そ
の
使
命
の
遂
行

を
全
う
出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
共
に
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
、
当
時
、
同
じ
苦

し
み
を
受
け
た
仲
間
た
ち
で
あ
る
。

　
そ
の
ス
タ
ッ
フ
達
と
力
を
合
わ
せ
て
、
一
日
も
早
い

復
興
の
お
手
伝
い

を
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
早
く
全
て
の
人

た
ち
が
、
心
か
ら

笑
顔
を
取
り
戻

し
、
活
気
の
あ
る

街
に
戻
れ
る
よ
う

願
う
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
繁
栄
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

食
　
肉
　
業

食
肉
業
組
合

佐
藤
ミ
ー
ト

石
巻
市
　
佐
　
藤
　
和
　
典

　
東
日
本
大
震
災
は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
日

常
が
先
人
達
の
営
々
た
る
努
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
た
の
だ
と
痛
感
す
る
出
来
事
で
し
た
。

　
震
災
当
時
は
、
ち
ょ
う
ど
家
族
が
皆
お
店
に
居
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
に
強
く
長
い
揺
れ
に
お
互
い
が
顔
を
見

合
わ
せ
る
以
外
に
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
揺
れ
が
収
ま
り
恐
る
恐
る
外
に
出
て
み
れ
ば
誰
も
が

こ
の
未
曾
有
の
出
来
事
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
様
子
で
し
た
。「
電
気
が
来
れ
ば
す
ぐ
に
店
は
再
開

で
き
る
。」
そ
れ
で
も
当
時
父
は
そ
う
思
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
一
息
つ
く
間
も
無
く
市
街
地
ま
で
も

襲
っ
た
津
波
に
お
店
も
滅
茶
苦
茶
に
さ
れ
て
こ
の
先
ど

う
な
る
か
も
分
か
ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
人
に
聞
か
れ
る
度
に
父
は
「
俺
は
店
を
や
る
よ
！
」

と
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
昨
年
（
平
成
二
十
三
年
）
の

九
月
に
お
店
を
再
開
で
き
た
今
、
振
り
返
っ
て
思
う
の

は
再
開
に
向
け
た
原
動
力
の
源
は
、
父
の
こ
の
強
い
意

志
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
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達
の
手
を
お
借
り
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
泥

を
か
き
だ
す
手
よ
り
も
被
災
地
は
孤
独
で
な
い
と
思
え

る
こ
と
が
何
よ
り
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
お
店

の
お
客
様
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

達
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
各
地
か
ら
い
ら
し
て
い

る
の
だ
と
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
震
災
に
よ
る
被
害
は
確
か
に
甚
大
で
し
た
が
、
徐
々

に
戻
り
つ
つ
あ
る
街
の
灯
り
を
見
る
度
に
人
々
の
営
み

の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
地
域
の
人
々
に
復
興
に
向
け
た

強
い
意
志
が
あ
る
の
な
ら
き
っ
と
元
の
よ
う
な
町
並
み

が
戻
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

（
有
）和
牛
乃
亀
山

石
巻
市
　
亀
　
山
　
彰
　
二

　
当
店
は
、
石
巻
市
の
旧
北
上
川
沿
い
の
ア
イ
ト
ピ
ア

商
店
街
で
精
肉
店
を
昭
和
二
十
二
年
よ
り
三
代
に
わ
た

り
営
業
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
三
月
十
一
日
の
東
日

本
大
震
災
で
当
店
付
近
に
は
、
高
さ
二
ｍ
程
の
津
波
が

押
し
寄
せ
全
壊
地
域
に
指
定
さ
れ
、
乗
用
車
を
含
む
車

三
台
が
廃
棄
車
両
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
階
建
て
の
店
舗
兼
住
宅
の
一
階
店
舗
は
、
津
波
と

共
に
ヘ
ド
ロ
が
二
十
㎝
ほ
ど
堆
積
し
、
全
て
散
乱
壊
滅

状
態
で
、
冷
蔵
設
備
・
厨
房
設
備
・
電
気
機
器
・
設
備

共
全
て
使
用
不
能
と
な
り
、
又
、
冷
蔵
庫
内
に
保
管
し

て
い
る
直
前
に
仕
入
れ
た
ば
か
り
の
大
量
の
商
品
が
廃

棄
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
一
部
の
牛
・
豚
・
鶏
肉
百
㎏
程
が
真
空
パ
ッ

ク
状
態
だ
っ
た
の
で
、
散
乱
状
態
の
大
型
冷
蔵
庫
か
ら

取
り
出
し
非
常
時
下
、
食
料
不
足
で
不
安
な
お
得
意
さ

ん
や
隣
近
所
、
避
難
所
へ
差
し
上
げ
支
援
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
震
災
で
店
舗
は
壊
滅
状
態
と
な
り
、
直
後
は

営
業
再
開
を
諦
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
家
族
全
員
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
と
全

国
食
肉
組
合
を
初
め
多
く
の
方
々
の
支
援
と
励
ま
し
に

支
え
ら
れ
、
二
ヶ
月
後
に

は
家
族
と
共
に
営
業
再

開
に
向
け
て
走
り
始
め

ま
し
た
。

　
堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
、
散

乱
し
た
ガ
レ
キ
等
が
障

害
と
な
り
、
又
、
業
種
柄

特
殊
設
備
機
器
の
調
達

期
間
や
復
旧
業
者
の
事

情
も
あ
り
、
昨
年
十
一
月

末
（
平
成
二
十
三
年
）
に

よ
う
や
く
再
開
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
地
域
の
商
店
街
で

の
最
大
の
被
害
は
、
お
得
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意
様
の
廃
業
や
近
隣
の
多
く
の
お
客
様
が
津
波
の
犠
牲

と
な
り
、
又
、
住
居
流
失
移
転
等
に
よ
り
近
隣
人
口
が

激
減
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
状
の
営
業
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
す
が
、

今
後
、
地
域
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
る
街
づ
く
り
復
興
が
進
ん
で
い
け
ば
、
定
住
人
口
も

増
え
、
道
は
開
け
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
株
）か
ら
く
わ
精
肉
店

畠
　
山
　
義
　
隆

　
何
度
も
何
度
も
絶
え
間
な
く
揺
れ
る
大
き
な
余
震
。

爆
発
音
を
伴
い
な
が
ら
夜
空
を
真
っ
赤
に
染
め
る
大
規

模
火
災
。
翌
朝
、
一
晩
お
世
話
に
な
っ
た
取
引
先
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
出
て
目
に
し
た
あ
の
惨
状
。
今
で
も
現
実

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
ガ
レ
キ
が
道
を
塞
ぎ
、
火
災
の
後
ま
だ
火
が
く
す
ぶ

る
中
よ
う
や
く
家
の
前
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
何
日

か
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
鉄
骨
の
為
、
倒
壊
流
失
は
免

れ
た
も
の
の
二
階
天
井
ま
で
津
波
が
上
が
り
、
隣
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
看
板
が
倒
れ
て
突
き
刺
さ
っ
て
い

ま
す
。
道
路
を
挟
ん
だ
斜
め
向
か
い
に
は
、
大
震
災
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た

共
徳
丸
が
陸
揚
げ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
前
年（
平
成
二
十
二

年
）九
月
に
店
舗
兼
住

居
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

機
械
も
新
し
く
入
れ

た
矢
先
の
災
害
だ
け

に
声
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
行
く

先
々
で
「
ま
た
、
お
店

や
っ
て
ね
。

美
味
し
い
お

肉
待
っ
て
い

る
よ
。」
や

「
お
宅
の
肉

じ
ゃ
な
き
ゃ

ダ
メ
だ
よ
。」

と
何
人
も
の

お
客
さ
ん
か

ら
声
を
か
け

ら
れ
た
の
で

す
。
数
々
の

支
援
も
再
開
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
食
肉
組
合
か
ら
の
炊
き
出
し
や
支
援
物
資
、
国
内
の

み
な
ら
ず
外
国
か
ら
も
沢
山
の
あ
た
た
か
い
支
援
を
頂

き
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
方
々

は
、
別
れ
際
「
商
売
繁
盛
」
と
言
っ
て
帰
っ
た
の
が
記
憶

に
あ
り
ま
す
。

　
再
開
す
る
に
当
た
り
一
番
壁
に
な
っ
た
の
が
補
助
金

で
す
。
何
度
も
枠
か
ら
は
ず
れ
、
心
が
折
れ
そ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

　
被
災
地
訪
問
や
特
産
品
の
購
入
も
一
時
的
な
こ
と
で

は
な
く
、
こ
の
先
長
く
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
ち
ら
か
の
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
行
く
の
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
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理
　
容
　
業宮

城
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
沿
岸
被
災

地
へ
行
く
こ
と
も
被
害
状
況
を
知
る
こ
と
も
困
難
な

中
、
全
国
理
容
組
合
員
よ
り
援
助
さ
れ
た
タ
オ
ル
・
理

容
器
具
等
を
持
参
し
、
避
難

所
を
さ
が
し
被
災
し
た
支

部
・
連
絡
所
の
方
々
に
手
渡

し
、
現
状
の
確
認
に
努
め
ま

し
た
。

　
組
合
員
家
族
死
傷
者

三
十
六
名
、
全
壊
・
半
壊
・

損
壊
七
百
二
十
件
以
上
の
店

が
被
災
し
、
全
国
理
容
連
合

会
で
は
「
仲
間
を
救
お
う
」

と
全
国
の
組
合
員
よ
り
一
店

あ
た
り
千
円
を
募
り
、
当
組

合
に
初
動
見
舞
金
を
頂
き
、

流
出
・
被
災
し
た
店
へ
届
け

ま
し
た
。

　
四
月
に
は
厚
生
労
働
省
健

康
局
生
活
衛
生
課
長
通
知
が

発
表
さ
れ
、
被
災
し
て
営
業

が
困
難
と
な
っ
た
理
容
師
に

よ
る
避
難
所
又
は
仮
設
住
宅

に
お
け
る
訪
問
理
容
が
二
年
間
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
組
合
と
し
て
、
沿
岸
部
全
域
で
組
合
員
へ
の
復
興
支

援
を
中
心
に
取
り
組
み
、
避
難
所
で
災
害
理
容
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
支
援
一
人
千
円
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
全
国
組
合
員
「
仲
間
を
救
お
う
」
よ
り
提
供
の
あ
っ
た

物
資（
鋏
、
タ
オ
ル
、
椅
子
、

サ
イ
ン
ポ
ー
ル
他
）
等
、

ま
た
、
全
国
連
合
会
か
ら

は
、「
生
活
衛
生
関
係
営
業

対
策
事
業
」
よ
り
被
災
組

合
員
に
対
し
て
訪
問
理
容

キ
ッ
ト
一
式
（
カ
ッ
ト
・

セ
ッ
ト
用
具
、
顔
剃
用
具
、

化
粧
品
、
消
毒
剤
、
他
）
を

提
供
し
て
頂
き
、
被
災
組

合
員
の
自
立
支
援
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
年
末
恒
例
の
「
チ
ョ
キ

ち
ゃ
ん
フ
ェ
ア
ー
」
を
変

更
し
、
沿
岸
部
の
流
出
、

全
壊
、
半
壊
し
た
組
合
店

へ
復
興
支
援
理
容
五
百
円

券
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
二
月
に
は
全
国
理
容
連

合
会
よ
り
、
全
壊
し
た
組

合
員
へ
の
再
度
の
復
興
見
舞
金
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
も
震
災
後
、
全
組
合
員
よ
り
、
組
合
運
営

費
と
災
害
復
興
費
特
別
協
力
金
と
し
て
、
二
年
間
、
一

組
合
員
よ
り
月
二
百
円
を
頂
き
、
災
害
復
興
祝
費
を
お

支
払
い
し
、
又
一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
で
き
る
よ

う
組
合
費
免
除
制
度
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
十
月
か
ら
、
被
災
者
復
興
支
援
事
業
（
厚
労
省
の
震

災
補
助
金
）
と
し
て
訪
問
理
容
講
習
会
を
県
内
四
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
組
合
員
の
減
収
の

歯
止
め
と
被
災
に
よ
り
店
舗
を
持
た
な
い
組
合
員
で
も

「
訪
問
理
容
」
の
形
を
と
り
、
一
日
で
も
早
く
理
容
業
を

営
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
と
い
う
大
き
な

目
的
で
あ
り
ま
す
。

　
仮
設
住
宅
の
住
民
や
被
災
に
よ
り
生
活
環
境
が
一
変

し
た
顧
客
等
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
不
安
や
孤
独
感
を

感
じ
る
方
々
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
地
域
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
復
興
再
生
を
促

す
基
盤
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
受
講
し
た
理
容
師
に
は

写
真
付
身
分
証
明
書
・
受
講
終
了
証
・
ア
ピ
ー
ル
チ
ラ

シ
・
パ
ネ
ル
両
面
看
板
・
の
ぼ
り
等
が
配
布
さ
れ
出
張

理
容
（
清
潔
・
衛
生
・
安
心
・
安
全
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ロ
ジ
ェ
ー
ル気

仙
沼
市
　
小
　
野
　
幸
　
夫

　

再

　

　

開

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
自
宅
が
流
出
し
店
舗
も
大

規
模
半
壊
と
い
う
状
況
の
中
、
幸
い
に
も
家
族
全
員
は

無
事
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
津
波
で
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に

な
っ
た
店
内
の
片
付
け
を
し
て
い
た
時
、
ヘ
ド
ロ
の
中

か
ら
、
愛
用
の
ハ
サ
ミ
が
見
付
か
り
ま
し
た
。
そ
の
ハ

サ
ミ
を
手
に
取
っ
た
時
は
、
今
ま
で
の
苦
楽
が
よ
み
が

え
り
、
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
と
同

時
に
、
ま
た
こ
の
場
所
で
再
開
す
る
と
決
意
し
大
震
災

か
ら
二
ヶ
月
半
の
五
月
一

日
に
は
再
開
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
同
時
進
行
で
組
合

員
の
安
否
確
認
や
被

災
状
況
を
把
握
し
、
関

係
機
関
と
の
連
係
を

図
り
、
同
業
者
か
ら
の

支
援
物
資
の
確
保
や

保
管
に
努
め
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
組
合
員

に
呼
び
か
け
物
資
の

配
給
等
を
し
た
時
、
道

具
を
手
に
し
た
皆
さ
ん
の
表
情
は
と
て
も
明
る
く
活
き

活
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
道
具
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
希
望
が
持
て
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
私
も
一
日
も
早
く
再
開
し
皆
さ
ん
の
希
望
や
励
み
に

な
れ
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
我
が
支
部
で
は
未
だ
に
再
開
で
き
て
い
な
い
組
合
員

が
十
四
名
も
い
ま
す
。

　
そ
の
方
々
が
一
日
で
も
早
く
再
開
出
来
る
よ
う
、
私

も
微
力
な
が
ら
応
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
全
国
の
組
合
員
の

皆
様
、
全
国
青
年
部
の
皆
様
、
宮
城
県
青
年
部
の
皆
様
、

各
関
係
機
関
の
皆
様
の
恩
情
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ン
ビ
理
容
室

気
仙
沼
市
　
阿
　
部
　
好
　
孝

　
三
月
十
一
日
の
震
災
で
店
舗
兼
住
宅
が
全
壊
し
、
三

日
目
に
建
物
か
ら
私
達
家
族
は
救
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

地
元
中
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し
八
百
五
十
人
余
の
人

達
と
集
団
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　
数
日
が
経
ち
、
支
部
役
員
の
小
野
君
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
組
合
員
の
安
否
確
認
を
何
人
か
で
始
め
た
こ
と
を

聞
き
、
交
通
事
情
の
悪
い
中
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思

い
だ
っ
た
。
幸
い
、
組
合
員
全
員
の
無
事
が
確
認
さ
れ

た
が
、
被
災
状
況
は
凄
ま
じ
く
、
津
波
の
被
害
だ
け
で

五
十
軒
が
報
告
さ
れ
た
。
私
も
彼
等
に
引
っ
張
ら
れ
る

よ
う
に
支
部
の
状
況
や
自
宅
の
こ
と
な
ど
毎
日
ガ
レ
キ

の
中
を
歩
き
廻
っ
た
。
途
中
、
知
人
や
以
前
か
ら
の
お

客
様
と
何
人
も
出
会
い
、
互
い
の
無
事
を
喜
び
再
開
へ

の
励
ま
し
や
元
気
を
沢
山
頂
い
た
。

　
又
、
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
出
張
理
容
な
ど
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
が
無
い
よ
う
な
場
所
や
、
や
り
方
で
多

く
の
方
の
散
髪
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
支
部
に
は
全
国
組
合
や
県
組
合
な
ど
数
多
く
の
仲
間

か
ら
の
器
具
そ
の
他
の
支
援
が
届
き
、
一
軒
又
一
軒
と

再
開
す
る
店
舗
も
出
始
め
、
そ
れ
に
又
刺
激
を
受
け
て

準
備
に
入
る
店
も
増
え
て
き
た
。
私
も
大
規
模
半
壊
の

建
物
で
は
あ
っ
た
が
、
前
営
業
者
が
廃
業
す
る
と
言
う

店
を
見
つ
け
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
契
約
す
る
こ
と
が
で
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き
、
七
月
（
平
成
二
十
三
年
）
に
は
何
と
か
再
開
に
漕
ぎ

着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
私
の
居
る
こ
の
地
域

も
人
口
の
流
出
が
著
し
く
、
現
在
も
そ
の
流
れ
は
な
か

な
か
止
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
以
前
か
ら
の
お
客
様
や

新
規
の
お
客
様
な
ど
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
り
本
当
に
有
難
い
で
す
。

　
今
迄
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
毎
日
仕
事
が
普
通
に

で
き
る
こ
と
、
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
な
ん
と
嬉
し

い
こ
と
か
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
組
合
員
の
中
に
は
、
未
だ
再
開
の
目
処
が

立
た
な
い
者
、
方
向
す
ら
決
め
兼
ね
て
い
る
人
が
十
人

以
上
居
り
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
現
状
で
す
。

　
地
域
の
復
興
も
思
っ
た
程
進
ん
で
お
ら
ず
、
気
持
ち

が
な
か
な
か
前
向
き
に
な
れ
な
い
毎
日
で
す
が
、
支
部

組
合
員
が
一

丸
と
な
り
、
多

く
の
方
々
か

ら
の
支
援
や

応
援
を
頂
き

な
が
ら
一
日

も
早
い
再
開

を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。

　
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ

ず
に
。

ヘ
ア
ー
ワ
ー
ク
キ
ム
ラ

亘
理
町
　
木
　
村
　
　
　
司

　
私
は
亘
理
町
荒
浜
で
三
代
続
く
理
容
店
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。
店
舗
兼
住
宅
は
築
七
年
で
し
た
。

　
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
全
壊

流
出
、
こ
の
時
ま
さ
か
町
が
壊
滅
す
る
と
は
思
い
も
よ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
は
全
員
無
事
で
し
た
が
、
気

が
付
け
ば
家
も
店
も
仕
事
も
車
も
全
て
津
波
で
失
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
一
週
間
後
家
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
が
、
自
分
の
家
を
見
た
時
は
愕
然
と
し
た
。

東
側
と
西
側
の
壁
は
破
壊
さ
れ
、
中
は
骨
組
み
状
態
で
、

一
階
の
天
井
ま
で
津
波
で
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
家
具
や

店
の
道
具
類
も
流
失
、
泥
は
十
五
㎝
く
ら
い
堆
積
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
ハ
サ

ミ
な
ど
使
え
そ
う
な
道
具
が
な
い
か
探
し
始
め
ま
し

た
。
何
日
も
何
日
も
自
転
車
で
通
っ
て
、
何
と
か
ハ
サ

ミ
と
櫛
だ
け
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
刃
は
ぼ

ろ
ぼ
ろ
で
し
た
。

　
一
時
は
廃
業
も
考
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
理
容
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
こ
と
で
、
心
が
少
し
軽
く

な
り
普
通
に
営
業
し
て
い
る
時
の
よ
う
な
感
じ
で
し
て

い
た
ら
、
私
も
妻
も
前
向
き
に
早
く
仕
事
が
し
た
い
、

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
当
時
は
震
災

か
ら
一
ヶ
月
半
何
を
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
全
く
分

か
ら
ず
タ
カ
ラ
の
営
業
の
方
に
電
話
で
「
被
災
し
て
し

ま
っ
た
の
で
助
け
て
欲
し
い
」
と
伝
え
る
と
「
私
に
で
き

る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
し
ま
す
。
お
手
伝
い
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
荒
浜
に
行
っ
た
時
や
避
難
所
で
お
客
様
と

会
っ
た
時
に
「
い
つ
仕
事
再
開
す
ん
の
、
早
く
店
ど
こ
で

も
い
い
か
ら
始
め
さ
い
、
ま
た
行
く
か
ら
」
と
声
を
掛
け

て
頂
き
、
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
修
業
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
オ
ー
ナ
ー
か
ら
も
、

自
分
の
店
を
も
う
一
度
地
元
近
く
で
や
る
の
が
良
い
と

い
ろ
い
ろ
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
沢
山
の
人
達
と
再
会
し
励
ま
さ
れ
、
声
を

掛
け
合
い
、
妻
と
も
い
ろ
い
ろ
話
し
、
共
に
悩
み
な
が

ら
も
行
動
し
た
こ
と
で
何
と
か
国
道
六
号
線
沿
い
に
場

所
を
移
し
、
震
災
後
百
六
日
目
で
開
店
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
で
も
、
ま
だ
ま
だ
復
興
の
途
中
で
す
。
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ヘ
ア
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

多
賀
城
市
　
清
　
水
　
　
　
隆

　
東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
り
市
域
の
三
分
の
一
が

壊
滅
状
態
と
な
っ
た
多
賀
城
市
の
沿
岸
部
に
近
い
地
区

で
理
容
業
と
ア
パ
ー
ト
経
営
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
宅
・
店
舗
は
二
ｍ
の
津
波
浸
水
で
全
壊
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
自
宅
の
二
階
に
孤
立
し
て
い
た

十
七
名
も
翌
日
自
衛
隊
に
救
助
し
て
い
た
だ
き
、
家

族
、
ス
タ
ッ
フ
、
ア
パ
ー
ト
住
人
の
方
々
誰
一
人
命
を

落
と
す
こ

と
な
く
無

事
だ
っ
た

こ
と
が
何

よ
り
幸
い

な
こ
と
で

あ
り
ま
し

た
。

　
あ
っ
と

い
う
間
に

押
し
寄
せ

た
津
波
に

流
さ
れ
る

何
十
台
も

の
車
等
を

目
の
当
た
り
に

し
て
出
た
言
葉

は
「
終
わ
っ
た

～
」
と
い
う
一

言
で
し
た
。

　
避
難
生
活
で

途
方
に
暮
れ
る

中
で
も「
よ
し
、

何
と
か
な
る
。」

と
い
う
気
持
ち

に
な
る
の
に
そ

う
時
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
で

し
た
。
毎
日
毎

日
、
ガ
レ
キ
の
撤
去
、
泥
だ
し
な
ど
、
や
れ
る
こ
と
を
や

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
強
い
気
持
ち
で
闘
い
ま

し
た
。
こ
の
震
災
を
ピ
ン
チ
で
な
く
人
生
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
家
族
や
仲
間
と
共
に

生
き
る
ん
だ
と
！
何
と
か
復
興
す
る
ん
だ
！
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

　
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
毎
日
の
よ
う
に
組

合
の
仲
間
や
友
達
、
お
客
様
な
ど
本
当
に
沢
山
の
人
達

が
励
ま
し
に
来
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
、
三
ヶ
月
後
の
六
月
十
四
日
に
店
舗
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
を
復
興
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
三
日
目
、
変
わ
り
果
て
た
地
元
を
歩
き
自

宅
に
戻
り
、
ガ
レ
キ
の
下
に
自
転
車
を
発
見
し
何
と
か

動
く
こ
と
が
で
き
、
組
合
員
の
被
害
状
況
の
把
握
を
始

め
ま
し
た
。

　
直
接
顔
を
見
る
た
め
自
転
車
で
走
り
回
り
、
ま
た
、

避
難
所
に
あ
る
公
衆
電
話
を
使
い
、
組
合
員
一
人
一

人
に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。
多
賀
城
連
絡
所
は
、
現
在

四
十
一
名
で
、
津
波
で
十
三
名
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
大
事
に
至
っ
た
組
合
員
は
な
く
、
胸
を
な

で
下
ろ
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
こ
の
震
災
で
学
び
感
じ
た
こ
と
は
、
人
の
心
の
あ
り

が
た
さ
で
あ
り
ま
す
。
向
き
合
い
、
支
え
合
う
、
そ
こ

か
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
次
々
と
生
ま
れ
て
く
る
ん

で
す
。
人
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
そ
の
ま
ま
自
分
に

返
っ
て
く
る
。
何
の
た
め
に
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
？
は
っ
き
り
と
答
え
が
で
ま
し
た
。
お
客
様
に
一
生

懸
命
尽
く
し
、
喜
ん
で
頂
く
、
そ
れ
が
自
分
の
命
が
守

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「M
ay I help You

？
」
何
度
も
何
度
も
心
に
た
た
き

込
ん
で
来
た
の
に
い
つ
の
間
に
か
原
点
を
見
失
い
、
客

数
だ
、
客
単
価
だ
と
な
っ
て
い
た
自
分
を
改
め
て
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
大
震
災
で
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
方
々

へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
全
国
の
皆
様
に
は
、
心
を
繋
ぐ
温
か
い
励
ま
し
、
多

大
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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理
　
容
　
ホ
　
シ

七
ヶ
浜
町
　
星
　
　
　
　
　
仁

　
我
が
町
七
ヶ
浜
町
は
、
気
候
温
暖
で
東
北
の
湘
南
と

称
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
る
大
津
波
で
町
域

の
三
十
一
・
七
％
が
浸
水
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
私
は
、
妻
と
二
人
で
と
り
あ
え
ず
町
指
定

の
避
難
場
所
へ
避
難
、
轟
音
と
と
も
に
十
四
・
五
ｍ
の
津

波
が
、
そ
の
後
二
波
三
波
と
押
し
寄
せ
津
波
が
収
ま
っ

た
後
は
、
あ
た
り
一
面
ガ
レ
キ
の
山
と
か
し
、
そ
の
避

難
場
所
で
即
死
者
六
名
、
低
体
温
症
で
二
名
の
犠
牲
者

を
出
し
、
多
く
の
け
が
人
も
い
て
百
六
十
名
位
も
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。

　
被
災
数
日
後
に
見
た
我
が
家
は
、
勿
論
ガ
レ
キ
で
埋

も
れ
て
い
た
。
自
分
の
物
は
と
目
を
凝
ら
す
と
か
ろ
う

じ
て
残
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
陰
に
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
の
回

転
部
分
を
見
つ
け
た
。
外
側
の
ガ
ラ
ス
の
部
分
は
無
く
、

セ
ル
で
出
来
た
あ
ん
な
軽
い
部
分
が
な
ぜ
残
っ
た
の
か

不
思
議
で
す
。
き
っ
と
理
容
業
を
続
け
な
さ
い
と
言
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
五
月
に
な
り
、
幸
い
一
番
最
初
に
出
来
上
が
っ
た
仮

設
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
平
行
し
て
県
組
合
を
通
じ
て
救
援
物
資
と
し

て
道
具
類
が
到
着
し
ま
し
た
。
な
に
ぶ
ん
鋏
一
丁
櫛
一

本
も
な
い
状
態
だ
っ

た
の
で
非
常
に
う
れ

し
く
有
り
難
く
、
町
内

の
被
災
組
合
員
七
名

分
を
頂
戴
し
て
早
速

皆
に
分
配
し
ま
し
た
。

涙
ぐ
む
組
合
員
、
組
織

力
の
偉
大
さ
を
身
を

も
っ
て
痛
感
し
た
次

第
で
す
。

　
そ
し
て
狭
い
仮
設

住
宅
の
一
角
で
パ
イ

プ
椅
子
で
顧
客
に
施
術
す
る
日
々
が
続
き
、
店
舗
を
持

つ
日
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
震
災
直
後
か
ら
当
町
に
来
て
い
た

名
古
屋
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
よ
り
仮
設
店
舗
建
設
の
情

報
を
得
て
、
早
速
町
当
局
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
各
職
種
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
当
然
理
容
店
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
と
回
答
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
被
災
組

合
員
に
共
同
で
応
募
す
る
様
声
が
け
を
し
ま
し
た
が
、

震
災
で
体
調
を
崩

し
た
り
高
齢
を
理

由
に
意
欲
を
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
震
災
か
ら
九
ヶ

月
目
の
十
二
月

十
一
日
（
平
成

二
十
三
年
）
椅
子

等
大
型
機
材
を
組

合
・
廃
業
者
よ
り

提
供
を
受
け
る
な

ど
し
て
、
仮
設
店

舗
で
営
業
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
現
在
、
仮
設
住

宅
の
住
民
は
も
と
よ
り
被
災
を
免
れ
た
お
得
意
様
方
々

が
営
業
再
開
を
聞
き
つ
け
来
客
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　
震
災
前
の
様
子
を
取
り
戻
し
た
状
況
に
あ
る
よ
う
に

錯
覚
し
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て
こ
の
仮
設
で
何
年

営
業
出
来
る
か
未
知
数
で
す
。
高
台
移
転
が
決
ま
っ
た

今
、
本
営
業
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
不
安
材

料
が
山
積
み
す
る
中
、
震
災
直
後
に
み
つ
け
た
壊
れ
た

サ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
ど
う
に
か
頑

張
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。
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美
　
容
　
業
　
組
　
合

美
容
業
組
合
　
理
事
長
　
佐
　
藤
　
由
　
男

　
三

、

一

一

東

日

本

大

震

災

に

関

し

て

　
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
五
分
突
然
と
し
て
こ
の

ビ
ル
が
ぎ
し
ぎ
し
と
音
を
立
て
て
大
揺
れ
に
揺
れ
た
。

私
は
咄
嗟
に
事
務
方
四
名
に
廊
下
に
出
て
待
避
す
る
よ

う
に
指
示
を
出
し
、
自
分
は
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
揺

れ
の
収
ま
る
の
を
待
っ
た
。
そ
の
後
、
外
に
出
る
と
道

は
恐
怖
に
お
の
の
く
人
々
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
家
の
被

害
が
分
か
る
ま
で
仕
事
に
来
る
こ
と
な
い
旨
の
言
葉
を

出
し
私
も
家
路
に
急
い
だ
。

　
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
い

た
被
害
の
大
き
さ
に

驚
か
さ
れ
、
二
日
後

の
事
務
所
は
見
る
も

無
惨
な
も
の
で
、
書

棚
は
折
り
重
な
り
、

手
の
つ
け
よ
う
が
な

か
っ
た
。

　
被
災
地
の
会
員
に

一
刻
も
早
く
救
護
物

資
を
届
け
た
い
と
苦

し
み
ま
し
た
が
、
被

災
地
に
行
け
た
の

は
三
月
の
末
で
し
た
。
中
型
の
バ
ス
を
や
っ
と
チ
ャ
ー

タ
ー
し
、
会
員
の
下
着
類
を
満
載
し
て
最
初
に
向
か
っ

た
の
は
気
仙
沼
で
し
た
。

　
避
難
所
の
学
校
で
、
私
達
を
見
た
会
員
は
駆
け
寄
り
、

涙
を
流
し
て
「
理
事
長
」
と
呼
ぶ
と
私
に
縋
り
付
い
て

「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
の
」「
何
に
も
無
く
な
っ

た
の
よ
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
泣
く
涙
に
私
も
ま
た
泣
き
、
涙
が
零
れ
て
…

　
そ
れ
で
も
、
私
は
「
頑
張
っ
て
い
け
ば
何
と
か
な
る

よ
」
と
励
ま
し
「
時
間
を
く
だ
さ
い
ね
」
と
、
又
、「
身
体

だ
け
は
注
意
し
て
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
言
っ

て
次
の
被
災
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
半
月
も
過
ぎ
た
頃
よ
り
届
く
よ
う
に
な
っ
た
全
国
か

ら
の
美
容
用
具
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
連
日
そ
の
支

援
物
資
を
被
災
し

た
会
員
に
届
け
続

け
る
こ
と
で
我
々

も
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一

セ
ッ
ト
最
低
限
。

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば

仕
事
が
で
き
る
物

資
を
段
ボ
ー
ル
に

詰
め
る
作
業
は
、

そ
の
年
の
十
二
月

ま
で
続
き
事
務
局

の
仕
事
も
一
変
い
た
し
ま
し
た
。

　
連
日
郵
送
さ
れ
て
く
る
物
資
の
九
十
％
は
美
容
用
具

で
し
た
。
大
き
な
物
は
セ
ッ
ト
椅
子
、
流
し
台
、
棚
類
や

タ
オ
ル
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
パ
ー
マ
剤
、
毛
染
類
、
ロ
ッ
ト
、

ハ
サ
ミ
等
数
多
く
の
美
容
用
品
が
事
務
所
の
五
十
坪
の

空
室
を
埋
め
尽
く
す
程
で
し
た
。

　
そ
の
間
私
は
行
政
に
対
し
て
、
罹
災
者
を
救
う
為
、

美
容
師
法
の
規
制

緩
和
を
求
め
三
年

間
の
猶
与
を
求
め

る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
店
を

失
っ
た
会
員
は
多

少
で
あ
る
が
美
容

師
と
し
て
生
き
る

希
望
が
み
え
て
き

た
の
で
す
。

　
美
容
師
へ
の
執

着
心
は
、
年
代
に

よ
り
差
が
あ
る
し
、
全
て
を
失
っ
た
方
は
、
新
た
に
借

金
を
し
て
今
後
の
美
容
の
仕
事
を
再
興
す
る
と
い
う
心

は
薄
い
様
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
を
通
し
て
見
え
た
も
の
は
そ
の
人
の
性
格

が
は
っ
き
り
と
見
え
た
こ
と
で
す
。
今
後
の
対
応
も
大

変
な
こ
と
で
す
が
、
我
々
も
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
の
参
考
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
各
方
面
か
ら

の
義
援
金
等
の
使
途
内
容
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
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す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
①
災
害
見
舞
金
（
三
回
に
分
け
）、
②
支
援
物
資
購
入

代
、
③
新
年
会
被
災
者
無
料
招
待
等
、
④
支
援
物
資
送

料
、
⑤
支
援
物
資
仕
分
け
日
当
・
交
通
費
他
、
⑥
支
援

物
資
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
御
礼
（
写
真
集
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

代
等
）、
⑦
事
務
所
内
書
庫
パ
ソ
コ
ン
代
、
⑧
カ
ッ
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
日
当
交
通
費
、
⑨
支
援
物
資
届
出
バ
ス
代
、

⑩
相
互
福
祉
会
計
、
等

や
ま
か
み
美
容
室

山
元
町
　
山
　
上
　
よ
し
子

　
元
の
店
は
、
自
宅
よ
り
南
に
二
㎞
離
れ
た
六
号
線
沿

い
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
二
度
の
地
震
の
ゆ
れ
で
土

地
が
陥
没
し
駐
車
場
に
も
亀
裂
が
入
り
、
店
が
傾
き
全

壊
で
し
た
。

　
店
の
再
開
の
き
っ
か
け
は
、

店
が
な
ん
で
も
な
く
見
え
て
い

る
お
客
の
電
話
で
「
い
つ
ま
で

も
休
ん
で
い
な
い
で
早
く
店
を

開
け
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」

の
一
言
で
し
た
。
自
分
自
身
は
、

資
金
面
で
も
気
分
的
に
も
し
ょ

げ
か
え
っ
て
い
た
の
に
、
は
っ

と
し
ま
し
た
。
今
ま
で
長
い
間

来
て
も
ら
っ
て
い
た
人
達
だ
け

で
も
や
ら
な
い
訳
に
い
か
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
地
元
の
大
工
さ
ん
は
材
料
が

揃
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
山

形
の
大
工
さ
ん
と
知
り
合
い
、

店
が
で
き
る
ま
で
の
間
居
間
に

台
所
の
椅
子
で
始
め
ま
し
た
。

　
思
い
切
っ
て
、
傾
い
た
店
に
入
り
、
鏡
を
持
ち
出
し
、

シ
ャ
ン
プ
ー
椅
子
を
引
っ
張
り
出
し
て
自
宅
の
洗
面
所

に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ぴ
っ
た
り
合
い
そ
の
ま
ま
や
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
独
立
し
た
店
舗
で
あ
っ
た
た
め
、
支
援
は
何
も
該
当

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
県
の
補
助
金
制
度

の
申
込
み
の
書
類
は
出
し
た
の
で
す
が
、
不
備
が
あ
っ

た
ら
し
く
、
再
度
手
続
き
を
し
直
し
て
十
一
月
中
旬(

平

成
二
十
四
年)

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
組
合
か
ら
の
物
資
や
見
舞
金
、
電
話
で
何
気
な
い
言

葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
な

ど
が
非
常
に
心
に
染
み
ま
し
た
。

　
店
が
全
壊
で
客
が
減
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
状
況
の

中
で
や
れ
る
こ
と
を
や
る
だ
け

で
す
。
そ
れ
と
店
が
小
さ
い
の
で

お
客
様
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
。

　
将
来
に
向
け
て
は
、
こ
の
仕
事

は
定
年
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
の
年
齢
と
相
談
と
言
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
健
康
で
い
る
間

は
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
店
の
建
物
が

建
築
許
可
が
い
ら
な
い
狭
さ
な

の
で
増
築
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
、
大
工
さ
ん
が
忙
し
く
目
も
く
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
震
災
後
四
ヶ
月
目
の
七
月
十
一
日
に
私
が
再
開
出
来

た
の
は
、
お
客
様
の
言
葉
少
な
い
中
に
目
に
出
る
優
し
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い
心
、
そ
の
優
し
い
何
か
を
力
強
く
感
じ
ま
し
た
。
常

に
ご
く
自
然
な
間
柄
で
過
ご
し
て
来
た
こ
と
が
現
在
に

続
い
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
度
の
様
な
恐
ろ
し
い
こ
と
は
二
度
と
遭
い
た
く
も

な
い
こ
と
で
す
が
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
も
の
と

か
、
振
り
返
っ
て
考
え
る
何
か
に
は
な
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

美
容
室you

石
巻
市
　
斎
　
藤
　
柳
　
子

　
自
宅
、
店
舗
共
全
て
流
さ
れ
て
何
一
つ
残
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
家
族
が
助
か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
幸
せ

で
す
。

　
全
て
を
失
っ
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
美

容
組
合
理
事
長
様
、
事
務
員
の
方
々
が
大
型
バ
ス
で
美

容
器
具
、
当
座
必
要
な
物
・
備
品
を
持
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
涙
が
出
る
く
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
か
と
気
が
入
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
お
客
様
の
三
分
の
一
が
亡
く
な
る
く
ら
い

の
地
区
で
仕

事
を
し
て

い
ま
し
た

の
で
、
生
き

残
っ
て
い
る

お
客
様
の
安

否
確
認
を
ま

ず
第
一
に
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
か

ら
、
友
人
知

人
に
お
願
い

し
て
駅
や
町
の
中
心
部
に
店
・
家
を
と
探
し
ま
し
た
。

　
県
組
合
に
は
美
容
器
具
店
で
使
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
物

を
い
た
だ
き
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
七
月
（
平
成
二
十
三
年
）
に
は
店
舗
を
兼
ね
た
自
宅
を

自
己
資
金
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
日
、
災
害

見
舞
い
金
、支
援
金
、保
険
金
、補
助
金
が
入
り
ま
し
た
。

　
将
来
に
向
け
て
、
新
し
い
お
客
様
の
導
入
、
確
保
し

て
い
く
た
め
に
は
技
術
、
話
術
が
大
事
で
あ
り
、
改
め

て
第
一
歩
か
ら
講
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
自
分

を
磨
き
た
い
も
の
で
す
。

　
被
災
し
こ
れ
か
ら
再
開
を
目
指
す
方
々
に
は
、
私
達

は
人
を
美
し
く
素
敵
に
す
る
こ
と
で
被
災
に
遭
わ
れ
た

方
々
、
ま
た
、
や
る
気
を
失
っ
て
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
売
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
自
分
の
力
で
稼
げ
る
又
、
成
果
の
出

る
喜
び
を
も
う
一
度
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
全
て
を
失
っ
た
時
点
で
も
う
自
由
で
す
。
逆
に
何
で

も
挑
戦
で
き
る
し
、
し
た
い
こ
と
も
で
き
る
様
な
気
が

し
ま
す
。
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美
容
室
あ
げ
は

気
仙
沼
市
　
小
　
松
　
洋
　
子

　
自
宅
、
店
舗
共
全
て
流
さ
れ
て
何
一
つ
残
り
ま
せ
で

し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
無
事
で
し
た
。
た
だ
、
今
ま
で

来
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
お
客
様
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。

　
震
災
の
翌
日
に
は
、
被
害
を
確
認
し
て
茫
然
と
し
ま

し
た
が
、
直
ぐ
に
「
再
開
す
る
ぞ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ

た
時
も
あ
り
ま
し
た
が

思
い
は
揺
る
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
当
初
は
、
別
の
場
所

と
も
考
え
場
所
、
物
件

等
を
探
し
ま
し
た
が
、

結
局
は
元
の
場
所
で
五

月
三
十
日（
平
成
二
十
四

年
）
に
再
開
す
る
こ
と

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
店

舗
の
あ
る
地
区
は
、
六

月
末
に
建
築
規
制
が
解

除
に
な
っ
た
こ
と
も
経

営
的
に
は
良
い
方
向
に

あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
の
店
舗
は
オ
ー
プ

ン
し
て
三
年
三
ヶ
月
で
被
災
に
遭
い
、
借
金
が
残
っ
て

お
り
金
銭
面
で
の
障
害
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
融
資
と
自
己
資
金
で
再
建
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
美
容
組
合
か
ら
義
援
金
や
物
資

の
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
。

　
た
だ
、
行
政
の
対
応
の
遅
さ
や
中
小
企
業
に
対
す
る

支
援
策
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
対
象
と
な
る
業
種
が

か
た
よ
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
な
ど
強
く
感
じ
ざ
ろ
う
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
美
容
業
に
限
り
ま
せ

ん
が
、
資
金
面
、
雇
用

問
題
な
ど
も
含
め
、
現

実
は
か
な
り
厳
し
い
で

す
が
、
学
ぶ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

先
輩
方
の
話
も
勉
強

に
な
っ
た
し
、「
つ
な

が
る
」
こ
と
の
大
切
さ

を
知
り
、
お
陰
様
で
再

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
理
事
長
、
星
さ

ん
を
初
め
み
な
さ
ま
か

ら
支
え
て
い
た
だ
き
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
震
災
後
一
年
以
上
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、

心
の
整
理
が
で
き
な
い
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
少
し
で
も
前
に
進
め
る
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
「
心
の
ケ
ア
」
が
で
き
る
の

は
美
容
師
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
が
大
変
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
何
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
み
せ
ま
す
！
。
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公
　
衆
　
浴
　
場
　
組
　
合

宮
城
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
八
ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
今
、
そ
ろ
そ
ろ
大
き
な
力
強
い
復
興
の
槌
音
が
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
事
務
所
は
地
震
で
は
大
事
に
至
ら
ず
、
次
の
日
か
ら

組
合
員
の
安
否
確
認
に
あ
た
っ
た
が
、
仙
台
市
内
の
組

合
員
で
も
全
員
の
安
否
確
認
が
取
れ
た
の
は
数
日
後
で

あ
っ
た
。

　
電
話
開
通
後
は
事
務
所
の
電
話
は
鳴
り
っ
ぱ
な
し

で
、
用
件
は
仙

台
市
内
の
公
衆

浴
場
の
開
設
状

況
で
あ
っ
た
。

各
浴
場
で
は
、

被
災
者
等
の
健

康
管
理
の
観
点

か
ら
一
日
も
早

く
再
開
し
た

く
、
応
急
修
理

の
方
策
や
燃
料

の
確
保
に
と
調

整
に
追
わ
れ
て

い
た
。
そ
れ
で

も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

燃
料
確
保
の
出
来
た

浴
場
か
ら
準
次
に
再

開
を
始
め
た
。

　
震
災
か
ら
十
日
後
の
三
月
二
十
二
日
、
や
っ
と
全
浴

場
の
安
否
情
報
を
得
た
。
気
仙
沼
市
の
一
組
合
員
か
ら

は
直
接
確
認
が
取
れ
ず
心
配
し
た
が
、
無
事
避
難
し
て

い
る
と
の
情
報
で
、
全
浴
場
の
営
業
者
や
家
族
の
皆
さ

ん
の
無
事
を
確
認
し
安
堵
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
と
仙
台
以
外

の
塩
釜
、
石
巻
、
気
仙
沼
の
海
岸
近
く
の
組
合
員
か
ら
は

津
波
に
よ
る
被
害
で
浴
場
や
機
械
は
全
滅
。
仙
台
市
内

の
組
合
員
か
ら
は
二
度
に
亘
る
大
き
な
地
震
の
た
め
応

急
修
理
も
か
な
わ
ず
、
こ
の
機
会
に
廃
業
し
た
い
と
い

う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
悲
観
的
な
状
況
に
な
っ

て
き
た
。

　
四
月
十
四
日
組
合
員
の
意
向
調
査
を
し
た
と
こ
ろ

十
二
軒
中
、
廃
業
を
決
断
し
た
三
軒
、
再
開
を
希
望
し
て

い
る
九
軒
（
全
壊
二
軒
も
含
む
）
と
な
っ
た
。
ま
た
全
壊

し
て
い
る
浴
場
は
も
ち
ろ
ん
一
部
損
壊
の
浴
場
も
再
建

等
に
あ

た
っ
て

は
、
資
金

難
、
本
人

の
高
齢

化
、
後
継

者
な
し

等
、
融
資
を
受
け

て
も
返
済
能
力
な

し
な
ど
極
め
て
深

刻
な
問
題
が
あ
り
、

再
開
に
あ
た
っ
て

の
施
設
整
備
に
早

期
に
全
額
助
成
な

ど
の
強
力
な
施
策

が
必
要
で
あ
る
と
、

県
並
び
に
上
部
団

体
に
要
請
を
し
た
。

　
特
に
全
国
浴
場
組
合
、
東
京
都
浴
場
組
合
、
北
海
道

浴
場
組
合
が
い
ち
早
く
立
ち
上
が
り
全
国
の
組
合
員
に

対
し
義
援
金
の
募
集
を
行
い
早
期
に
義
援
金
が
当
理
事

長
に
届
け
ら
れ
、
各
組
合
員
に
支
給
し
各
浴
場
再
開
の

一
助
と
な
り
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
応
急

修
理
等
で
再
開
で
き
る
浴
場
に
つ
い
て
は
県
、
各
自
治

体
か
ら
復
旧
支
援
事
業
補
助
金
の
助
成
が
あ
り
再
開
に

あ
た
っ
て
の
大
き
な
力
強
い
支
援
と
な
っ
た
。

　
長
期
間
休
業
し
て
い
た
二
浴
場
に
つ
い
て
も
，
住
民
、

被
災
者
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ア
等
の
健
康
管
理
の
必
要

性
か
ら
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
強
力
な
支
援
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
を
乗
り
超
え
石
巻
の
鶴
の

湯
は
平
成
二
十
四
年
一
月
、
気
仙
沼
の
亀
の
湯
は
平
成

二
十
四
年
七
月
に
待
望
さ
れ
て
い
た
住
民
の
公
衆
浴
場

と
し
て
再
開
を
果
た
し
た
。

（
写
真
は
石
巻
市
鶴
の
湯
）
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池
田
ふ
れ
あ
い
の
湯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
風
呂
　

気
仙
沼
市
魚
町
　
亀
の
湯
　
齋
　
藤
　
克
　
之

　
気
仙
沼
湾
の
フ
ェ
リ
ー
乗
場
の
近
く
に
看
板
と
昔
な

が
ら
の
煙
突
が
見
え
、
営
業
を
再
開
し
て
い
る
様
子
が

伺
え
た
。

　
た
だ
、
震
災
前
の
賑
わ
い
は
感
じ
ら
れ
ず
、
今
は
、
基

礎
を
残
し
た
更
地
が
多
く
、
補
修
中
の
店
舗
も
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
復
興
を
待
つ
街
で
も
あ
っ
た
。

　
営
業
者
の
斎
藤
様
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
津
波
は
二
階
の
床
か
ら
大
人
の
胸
の
高
さ
ま
で
上

が
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
六
年
に
建
て
ら
れ
た
昔

な
が
ら
の
土
壁
が
簡
単
に
破
れ
水
圧
が
弱
く
な
り
建
物

が
残
り
ま
し
た
が
、
一
階
に
あ
っ
た
物
は
全
て
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
公
衆
浴
場
は
儲
か
る
仕
事
で
は
な
く
、
ま
た
、「
今
後

何
年
で
き
る
の
か
」「
消

え
行
く
商
売
に
多
額
の

費
用
を
か
け
て
良
い
の

だ
ろ
う
か
」「
四
代
目
で

銭
湯
を
や
め
る
こ
と
や

回
り
の
状
況
を
考
え
て

し
ま
う
」
震
災
直
後
は
、

再
開
に
悩
み
心
の
整
理

が
つ
か
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
海
の
上
で

の
厳
し
い
漁
で
疲
れ

切
っ
た
漁
師
さ
ん
の
身
体
を
暖
か
い
お
風
呂
で
癒
し
て

欲
し
い
。
や
っ
ぱ
り
、
漁
港
に
は
銭
湯
は
必
需
品
で
あ

る
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
津
波
に
耐
え
頑
張
っ
て
残
っ
た
建
物
や
そ
び

え
立
つ
赤
茶
け
た
煙
突
の
存
在
も
再
開
を
決
心
さ
せ
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
二
十
四
年
七
月
営
業
再
開

　
再
建
に
は
、
保
険
、
自
己
資
金
等
の
他
、
中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
復
旧
整
備
補
助
を
活
用

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
の
年
の
八
月
よ
り
四
ヶ
月
間
、

市
の
支
援
事
業
に
協
力
し
、
大
阪
府
池
田
市

か
ら
提
供
さ
れ
た
池
田
市
ふ
れ
あ
い
の
湯（
ボ

イ
ラ
ー
、
浴
槽
、
洗
い
場
）
を
亀
の
湯
の
建
物

内
に
設
置
し
、
地
元
の
皆
様
、
他
港
船
籍
の

鰹
船
、
秋
刀
魚
船
そ

の
他
の
船
員
の
皆
様

や
当
地
復
興
の
為
に

全
国
よ
り
お
い
で
に

な
っ
た
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
災
害
の
中
で
一
週

間
も
二
週
間
も
入
浴

で
き
な
い
状
態
に

な
っ
た
時
に
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
常
に

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
付
に
あ
る
池
田
市
の
保
育
園
児
か
ら
の
「
ご
ゆ
っ

く
り
」
と
書
か
れ
た
励
ま
し
の
旗
に
は
、
全
国
の
皆
様
と

の
絆
を
感
じ
感
動
し
ま
し
た
。

　
気
仙
沼
市
も
大
型
観
光
ホ
テ
ル
の
温
泉
入
浴
施
設
の

進
出
な
ど
で
昔
な
が
ら
の
地
域
の
繋
が
り
が
少
な
く

な
っ
た
。
行
政
は
、
人
の
集
ま
る
商
業
を
考
え
て
欲
し

い
。「
活
気
あ
る
街
」
に
し
た
い
。
こ
の
こ
と
も
、
再
開
を

決
意
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
震
災
に
負
け
ず
、
以
前
の
人
の
繋
が
り
の
あ
る
地
域

を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
齋
藤
さ
ん
の
強
い
意
思
が
気
仙

沼
の
復
興
の
兆
し
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
指
導
セ
ン
タ
ー
　
阪
本
）
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ク
リ
ー
ニ
ン
グ
組
合

塩
釜
市
　
佐
藤
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会
　

佐
　
藤
　
静
　
夫

　
未
曾
有
の
大
震
災
復
興
は
未
だ
遅
々
と
し
て
進
ま

す
、
更
に
顧
客
の
減
少
に
は
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
苦
慮
の
日
々
で
す
が
、
拙
文
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
店
舗
工
場
前
の
公
道
は
地
盤
沈
下
と
地
割
れ
の
た

め
、
営
業
車
五
台
が
浸
水
の
た
め
廃
車
と
な
っ
た
。
社

屋
は
浸
水
と
地
盤
沈
下
の
た
め
北
側
に
傾
斜
「
大
規
模

半
壊
」
の

罹
災
証
明

書
が
発
行

さ
れ
た
。

業
務
機
器

及
び
事
務

用
機
器
一

式
廃
棄
と

な
り
、
別

棟
工
場

は
浸
水

三
メ
ー
ト

ル
、
沈
下

六
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト

ル
の
被
害
が
あ
り
ド
ラ
イ
機
器
等
機
材
一
式
廃
棄
と
な

り
ま
し
た
。
両
工
場
計
十
七
台
の
被
害
が
あ
り
工
場
と

店
舗
は
応
急
工
事
な
く
し
て
使
用
不
可
の
現
状
と
な
り

ま
し
た
。

　
被
災
三
日
後
か
ら
心
配
を
し
た
見
舞
客
が
数
多
く
来

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
三
男

（
後
継
者
）
が
肩
を
落
と
し
て
工
場
の
機
械
を
洗
い
始
め

ま
し
た
。
息
子
は
三
人
の
娘
の
父
で
あ
る
。
私
は
孫
を

思
う
時
の
心
情
は
小
生
の
操
業
時
の
ゼ
ロ
出
発
と
重
な

り
老
身
を
案
ず
る
よ
り
息
子
と
孫
た
ち
の
為
に
と
祈
る

毎
日
で
し
た
。

　
震
災
か
ら
二
ヶ
月
後
の
早
朝
「
ハ
ッ
」
と
気
づ
き
震
災

前
か
ら
取
引
の
あ
っ
た
Ｋ
社
に
部
品
交
換
修
理
を
依
頼

し
た
。
そ
ん
な
中
、
仙
台
の
同
業
旧
友
が
高
齢
他
の
事

情
で
廃
業
す
る
の
で
全
機
無
償
で
提
供
す
る
と
い
夢
の

よ
う
な
話
が
あ
り
Ｋ
社
の
献
身
的
な
工
事
で
一
ヶ
月
程

で
操
業
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
数
多
く
の
皆
様
方
の
ご
厚
情
と
ご
支
援
で
私
に
と
っ

て
は
良
い
方
の
予
測
外
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
父
の
教
え
の
一
つ
に
「
友
は
大
切
に
せ
よ
無
形
の
財

産
」、
東
京
修
業
時
代
の
恩
師
の
一
言
「
業
界
会
員
と
の

共
生
の
道
を
歩
め
」
と
言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
一
時
は
諦
め
た
再
興
も
同
先
人
の
知
恵
に
勇
気
と
活

力
を
頂
い
た
。
後
継
者
を
進
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
た

三
男
へ
の
お
返
し
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
御
多
忙
の
中
、
ま
た
余
震
の
中
、
宮
城
県
仙
北
地
方

ま
で
見
舞
い
と
視
察
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
連
合
会
の
会
長
や
宮
城
県
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
諸
賢
に
紙
上
を
お

借
り
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
て
報
告
を
終
わ
り
ま

す
。
感
謝
。
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中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
東
北
本
部

　
仮
設
店
舗
で
営
業
さ
れ
て
い
る
「
理
容
お
く
だ
」
奥
田

秀
章
様
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
東
松
島
市
大
曲
字
下
台
と
い
う
場
所
で
四
十
年
以
上

営
業
し
て
い
ま
し
た
。
以
前
は
自
宅
兼
店
舗
で
営
業
し

て
い
た
の
で
す
が
、
十
年
前
に
自
宅
の
隣
に
土
地
を
購

入
し
店
舗
部
分
を
別
に
し
て
営
業
し
て
い
た
の
で
す
。

新
し
い
店
舗
が
ち
ょ
う
ど
十
年
を
迎
え
る
年
に
震
災
に

あ
っ
た
の
で
す
。

　
当
店
は
、
地
元
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た
理

容
店
で
す
。
震
災
で
は
多
く
の
常
連
さ
ん
が
被
災
さ
れ
、

な
か
に
は
亡
く
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お

店
で
の
営
業
の
他
に
、
東
松
島
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
二

カ
所
へ
の
出
張
理
容
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
震
災
の
あ
っ
た
時
、
私
は
店
舗
に
い
た
の
で
す
が
、
妻

は
老
人
ホ
ー
ム
で
の
出
張
営

業
中
で
し
た
。
幸
い
夫
婦
と

も
に
あ
の
す
さ
ま
じ
い
津
波

の
な
か
を
生
き
残
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
自
宅
、

店
舗
は
、
海
か
ら
は
五
百
ｍ

ほ
ど
の
場
所
だ
っ
た
の
で
、

自
宅
は
基
礎
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
店
舗
は

外
観
だ
け
を
残
し
、
中
は
営

業
で
き
る
状

態
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
。
店
内
の
機

材
も
ほ
と
ん

ど
使
え
る
も

の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
避
難
所
で
生
活
し
て
い
る
時
は
、
と
に
か
く
何
か
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
齢

に
な
っ
て
他
の
仕
事
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
津
波
の
後
、
わ
ざ
わ
ざ
避
難
所
ま
で
出
向
い
て

く
れ
て
「
カ
ッ
ト
だ
け
で
も
し
て
く
れ
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
常
連
の
お
客
様
が
い
た
り
、
手
元
に
数
丁
だ
け

残
っ
た
は
さ
み
を
見
た
時
に
、
理
容
業
と
い
う
職
業
を

続
け
な
さ
い
と
い
う
暗
示
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
商
工
会
か
ら
仮
設
店
舗
の
お
話

を
い
た
だ
き
、
東
松
島
市
と
中
小
機
構
が
仮
設
店
舗
の

支
援
を
し
て
く
だ
さ
る
と
の
朗
報
が
あ
っ
た
の
で
申
し

込
み
を
決
意
し
た
の
で
す
。
店
に
必
要
な
椅
子
や
道
具

は
、
東
京
や
京
都
な
ど
全
国
各
地
の
理
容
業
の
方
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
開
店
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
震
災
後
、
妻
は
収
入
を
得
る
た
め
に
石
巻
の
理
容
店

で
も
働
き
始
め
、
現
在
は
私
が
こ
の
店
舗
で
営
業
し
、

妻
は
週
に
三
回
程
度
石
巻
の
理
容
店
で
働
き
な
が
ら
、

こ
ち
ら
の
店
と
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
出
張
理
容
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
店
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
隣

接
し
て
い
る
避
難
所
の
方
な
ど
新
規
の
お
客
さ
ん
も
来

て
い
た
だ
き
ま
す
し
、
生
き
残
っ
た
常
連
の
方
々
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
お
店
に
来
て
く
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
お
客
さ
ん
の
顔
を
見
て
話
を
し
、

散
髪
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
前
途
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
自
分
自
身
で
も
一
番
良
い
の
か
と
も
思
い
ま

す
。
慣
れ
な
い
仕
事
に
つ
い
て
も
一
か
ら
覚
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
怪
我
で
も
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
大
変
な

の
で
、
と
に
か
く
今
の
仕
事
を
一
生
懸
命
す
る
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
新
し
い
店
を
再
建
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
理
容
店
は
地

域
あ
っ
て
の
お
店
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
こ

の
仮
設
店
舗
が
避
難
所
や
地
域
の
方
に
愛
さ
れ
る
お
店

に
す
る
こ
と
が
再
起
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
お
店
で
使
用
し
て
い
る
鏡
は
、
震
災
前
の
店

で
唯
一
残
っ
た
も
の

を
移
設
し
た
も
の
で

す
。
店
の
再
開
を
進

め
て
く
れ
た
常
連
の

お
客
さ
ん
や
家
族
の

た
め
に
も
、
こ
の
鏡

を
見
る
度
に
頑
張
ら

な
け
れ
ば
と
自
分
を

励
ま
し
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
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　 大震災で被災した生活衛生関係営業者を支援するため各組合等では、様々な活動を行いました。

その概要をお知らせいたします。今後とも関係機関と連係を図りながら効果的な支援に努めて参ります。

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年3 〜 6月 特別融資及び厚労省の雇用調整助成金の案内を送付　延べ475店

平成23年3月〜 東日本大震災復興支援組合統一メニュー「復興仙台づけ丼」の普及・販売

平成24年4・5月 組合員等約100名に直接取材「東日本大震災の被害と復興の記録誌」の制作

平成23年7月〜 9月 義援金ボトルの設置　設置箇所100店舗

平成23年4、6月
平成24年6月 大規模被災支部に対する見舞金・義援金の配布　15支部238店

平成23年10月 全国すし連秋田大会において「東日本大震災復興感謝祭」に参加、参加者700名

平成24年12月 食の安心安全に関する風評被害対策　ポスターとステッカーを作成

平成24年度中 被災地店舗の現在地情報のホームページの作成

平成24年度中 提供食材の安全性の表示　ポスター作成

平成24年度中 復興支援バスツアー　仙南地区・塩釜・石巻・気仙沼支部　1,000名予定

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23・24年度中 理事会及び総会時、日本政策金融公庫による融資の相談を開催

平成23・24年度中 組合費の免除（支部により異なる）H23賦課金免除　H24一部支部賦課金免除

平成23年度中 被災組合支部活動助成　被災組合員への見舞金　組合員への助成金

平成23年10月〜 全国組合員店舗で3年間10円義援金ボックス設置、3 ヶ月毎に義援金送付

平成24年11月〜 バスの移動型店舗（キッチンカー）の運営開始。
各種イベント等で各支部へ貸出可能

寿司商組合

麺類飲食業組合

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年4 〜 9月 一定期間、全組合員を対象に組合賦課金の免除を実施

平成23年度中 全国の組合員店舗より求人情報を取りまとめ、被災組合員に斡旋　求人件数4件

平成23年4月中 被災した組合員に義援金の支給を実施　支給対象28店

中華料理組合

各 組 合 支 援 情 報
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実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年度

公庫融資の書類一式の配布

関東地方の廃業食肉専門店と津波により店舗流失した組合員が営業することの
仲介を実施

全国の関係団体からの義援金を被害状況により配分した。

支援物資を避難所や組合員に配布した。　2回

賦課金を無料とした。　組合員全員

各専門店において、マネキンによる消費者のための無料試食会実施　40店舗

消費者団体の生産現場の見学実施。（産地交流会）

料理教室、創作コンクール等を計画教室4回、コンクール2回

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年度中 全国料理業組合、各協力団体からの義援金を石巻の被災組合合員に分配。
7店舗

平成23年度中 全国青年部に器具の支援を呼びかけ多大なる提供を頂いた。
食器類3,000点余

平成23・24年度中 被災した組合員の組合費を免除した。
免除組合員数　9名

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年7月6、7日 本県社交飲食業組合と広島県社交組合呉支部と共済で炊き出し支援　県内2市
3,000食/2回

食肉組合

料理業組合

社交飲食業組合

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年8月中 被災した組合員に厨房器具、食器、調理用品等を提供　提供対象28店

平成23年8月中 組合員の復興PRと地域活性化のためのスタンプラリーを実施
参加店舗114店

平成23年7月中 「福幸応援」をテーマとした幟旗、Tシャツを作成し、全組合員に配布

平成23年7月
　　　　　2日間

復興市で炊き出し実施し、被災者に冷やし中華と餃子無料提供。
提供数　2,000食

平成24年度中 「食べて応援しよう!」キャンペーンに参加し、各店舗に幟旗、ポスターを掲示
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実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年度中 支援された用具等の斡旋・提供

平成23年4月〜 店舗再開に向けた資金の斡旋　店舗再開に向けての相談窓口となった。

平成23年7月 衛生管理に向けた消毒剤の配布　衛生管理の徹底の一助となった。

平成23年3月〜
平成24年12月 休業している50店舗余の12月まで組合費免除　免除組合員数　延べ174名

平成23年度中 連合会の義援金を被害状況に応じて見舞金給付、支援物資等の購入資金、運送
料等に充当

平成23年度 罹災者の出向美容の認可等を県を通して厚生労働省に美容師法の規制の緩和等
を申請

平成24年1月 新春特別懇談会(秋保温泉1泊)への無料招待
店が全壊の希望した組合員44名を招待

平成24年8月 トップスタイリスト新井唯夫氏のヘアショーを開催。
営業者、従事者の技能改善向上に関する事業　参加人数　1,500名

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年6月〜
平成25年6月

組合員より震災復興協力金（月200円）を2 ヶ年徴収、組合員への支援や運営
資金、営業再開組合員約100名に復興祝い金支援 

平成23年3月〜 全国連合会の義援金を、被災組合員への見舞金や避難所でカットした場合の
助成金

平成23年3月〜 支援物資（椅子、サインポール、洗濯機、理容機材一式、等）を沿岸地区組合員
に配布

平成23年12月 津波被害支部・連絡所へ復興理容券の配布

平成24年10月〜
平成24年12月

訪問理容講習会の開催、「訪問理容」看板（プレート）、のぼり、チラシの作成
講習会参加人数　延べ830名

美容業組合

理容組合

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年度

東京電力への損害賠償請求
全肉連、生衛業、卸業者、非組合員等も含め全肉連が窓口となっている。

被災牛肉に係る販売促進事業として、小売専門店に於いて試食会開催

農業祭の開催　2回

高齢者向け食肉料理講習会　2会場
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実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年4月〜
平成24年6月 被災した組合員の組合費を免除した。免除組合員２名

平成23年度 公衆浴場復旧支援事業補助金申請事務の援助  ５組合員分

平成23年度
公衆浴場内に心のケア等に役立つ資料を設置し被災者に配布
東日本大震災の相談ホットラインみやぎポスター、チラシ、みやぎ被災者生活
支援ガイドブック

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年度中 被災組合員（全壊、流失、半壊）へ見舞金の支給

公衆浴場業組合

クリーニング組合

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年6月〜
平成23年11月

被災組合員へ見舞金の支給、死亡者への弔慰金の支給

各支部に対して被害程度や規模に応じた補助金の支給

平成23年度中 組合費の減免

平成23年度中 行政等への要望陳情（税や公共料金の免除、金融支援等）

平成23年度中 仙台・宮城・首都圏「食と観光」大キャラバンへの協力　組合員71名参加

平成23年9月 復興ノベルティの作成、組合員への配布
（のぼり、スッテカー、缶バッチ作成）

平成23年11月 第20回全旅連青年部東北ブロック大会in宮城
（「これからの南三陸の復興に向けて」復興市実行委員長の講演実施　150名参加）

平成24年度中 東京電力及び国に対して、風評被害への適切な補償を要望補償決定

ホテル旅館組合

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23・24年度 60歳以上年間特別割引実施。スクリーン数65

平成24年2月25日
〜 3月10日

3.11被災者支援THE MOVIE事業
「Friendsもののけ島のナキ」「アラスカ物語」　石巻市、気仙沼市、女川町

平成24年1月 被災支援プロジェクト「kizuna311」の映画
「はやぶさ　遙かなる帰還」試写会を実施　岩手県2カ所、宮城県3カ所

平成24年度中 他組合の事業に併せて上映会等を実施希望

映画協会
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実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23・24年度中 被災生衛業者支援サポーター制度の推進（６組合、71名）
復興支援情報提供、融資・税制等の研修会開催　３地区（気仙沼、石巻、仙台市）

平成23年度 震災復興支援情報提供のためのホームページ立ち上げ

平成23・24年度中 各組合支援情報の収集と情報提供の会議開催　7回

平成23・24年度中 日本政策金融公庫の融資制度、行政等の支援事業等の研修会の実施

平成23年2月 東日本大震災における被災状況、営業状況調査の実施（各組合と共同）

平成25年1月 「みやぎの生衛だより」復興特別版作成

平成25年2月 被災地における営業再開生衛業者の経営課題調査
石巻地区・気仙沼の２地区、（全国センター共同）

生活衛生指導センター  

実　施　年　月 支　　援　　内　　容

平成23年5・９月 「がんばろう宮城」スッテカー作成
クリーニング祭りプレゼント用ギフト券

平成24年7月 組合員全体の事業拡大を考えた講演会実施　題名「目からうろこの外交営業」
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宮城県には、次の13業種の生活衛生同業組合があります。

宮城県寿司商生活衛生同業組合
〒980-0811	
仙台市青葉区一番町1-8-17	
（仙台たばこ販売協同組合2Ｆ）

TEL	 022-265-3814	
FAX	 022-265-3815

宮城県麵類飲食業生活衛生同業組合 〒980-0023	
仙台市青葉区北目町6-7-2Ｆ

TEL・FAX	
	 022-265-6526

宮城県中華料理生活衛生同業組合 〒985-0841	
多賀城市鶴ケ谷1-4-1

TEL	 022-355-5127	
FAX	 022-355-5128

宮城県社交飲食業生活衛生同業組合
〒980-0803	
仙台市青葉区国分町1-8-14	
　　（仙台第2協立ビル7Ｆ）

TEL	 022-265-8121	
FAX	 022-268-6313

宮城県料理業生活衛生同業組合
〒982-0841	
仙台市太白区向山1-1-16	
　　　　　　　（東洋館内）

TEL・FAX	
	 022-224-5363

宮城県喫茶飲食生活衛生同業組合 〒984-0831	
仙台市若林区沖野3-15-43

TEL・FAX	
	 022-285-1418

宮 城 県 食 肉 生 活 衛 生 同 業 組 合 〒985-0841	
多賀城市鶴ケ谷1-4-1

TEL	 022-355-6646	
FAX	 022-355-6657

宮 城 県 理 容 生 活 衛 生 同 業 組 合 〒981-3112	
仙台市泉区八乙女3-9-1

TEL	 022-374-4333	
FAX	 022-375-3436

宮城県美容業生活衛生同業組合
〒980-0811	
仙台市青葉区一番町2-5-22	
　（GC青葉通りプラザ5Ｆ）

TEL	 022-223-2821	
FAX	 022-223-2822

生活衛生同業組合宮城県映画協会
〒980-0811	
仙台市青葉区一番町2-5-5	
　　　（東一中央ビル7Ｆ）

TEL・FAX	
	 022-263-0716

宮城県ホテル旅館生活衛生同業組合 〒984-0051	
仙台市若林区新寺2-1-1-901

TEL	 022-298-8933	
FAX	 022-256-8933

宮城県公衆浴場業生活衛生同業組合
〒980-0011	
仙台市青葉区上杉5-1-12	
　　　　後藤コーポ109号

TEL・FAX	
	 022-213-4911

宮城県クリーニング生活衛生同業組合 〒985-0841	
多賀城市鶴ケ谷1-4-1

TEL	 022-361-0163	
FAX	 022-361-0165

　生活衛生同業組合は業界を代表する組織ですので、組合員は各種の支援指導の恩恵
をより多く受けることができます。

詳しい内容は、各生活衛生同業組合へお問い合わせください。
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宮城県生活衛生
営業指導センター

お問い合わせ

宮城県生活衛生営業指導センター
〒980-0011　仙台市青葉区上杉五丁目1-12
　　　　　　　　　　　　　後藤コーポ107号

TEL022-343-8763　FAX022-343-8764
ホームページ	http://www.seiei.or.jp/miyagi/


